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議長・副議長・議会選出の監査委員決定

後期高齢者医療に関するお知らせ

夏休み特集

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ３

Ｐ１０

Ｐ１２～１５

Ｐ２１～３１
本市の人口と世帯数（２８年５月３１日現在）
人口　１１万４４２１人（男性５万４２８３人、女性６万１３８人）

世帯数　５万３６０世帯

富田林病院の医療体制が充実富田林病院の医療体制が充実    ※関連記事２ページ※関連記事２ページ

７月１０日は、参議院議員通常選挙の投票日です

新たに導入されたアンギオ装置（血管造影装置新たに導入されたアンギオ装置（血管造影装置））



２

新
し
い
院
長
が
就
任
　
　

～
常
勤
医
師
の
増
員
と
新

た
な
医
療
機
器
を
導
入
～

　
　

　
４
月
よ
り
同
病
院
の
院
長
に

宮
崎
　
俊
一
さ
ん
が
就
任
し
ま

し
た
。

　
宮
崎
院
長
の
専
門
は
循
環
器

内
科
で
、
特
に
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
や
血
管
内
治
療
の
専
門

医
で
、
こ
れ
ま
で
近
畿
大
学
医

学
部
循
環
器
内
科
主
任
教
授
と

し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
同
病
院
に
お
い

て
、
治
療
は
も
と
よ
り
地
域
医

療
の
発
展
に
そ
の
手
腕
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
ま
た
、
宮
崎
院

長
の
就
任
に
合
わ

せ
て
、
近
畿
大
学

医
学
部
よ
り
循
環

器
内
科
医
師
３
人

と
消
化
器
内
科
医

師
１
人
も
着
任
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、

循
環
器
内
科
に
お

い
て
課
題
と
な
っ

て
い
た
、
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
や

治
療
の
再
開
に
向

け
て
、
最
新
鋭
の

ア
ン
ギ
オ
装
置

（
血

管

造

影

装

置
）
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
手
術
後
や
重
症
患

者
用
病
室
の
整
備
、
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
機
器
の

充
実
も
図
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
医
療
体
制
の
整
備

に
よ
り
、
現
在
で
は
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
に
つ
い

て
検
査
や
治
療
が
可
能
と
な

り
、
循
環
器
内
科
診
療
が
さ
ら

に
充
実
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
今
後
も
引
き
続
き
医
師
、
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
放
射

線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
が

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
病
気
の

早
期
発
見
と
と
も
に
、
緊
急
を

要
す
る
心
疾
患
に
も
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院富田林病院のののののののののののののののののののののの

南
河
内
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て

　
富
田
林
病
院
は
、
南
河
内
医

療
圏
に
お
け
る
中
核
病
院
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
へ
の
良
質
な
医
療
の
提

供
、
救
急
医
療
、
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
々
変
化
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
本
市
に
お
け
る
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
近
畿

大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
、
最

良
の
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）
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～最新鋭のアンギオ装置を導入、心臓カテーテル検査・治療を再開～最新鋭のアンギオ装置を導入、心臓カテーテル検査・治療を再開～～

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

「
も
の
づ
く
り
技
術
推
進
事
業
に
関
す
る

産
学
官
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

　
本
市
で
は
、
５
月
　
日
、
富

１６

田
林
工
業
団
地
内
企
業
で
構
成

さ
れ
る
富
田
林
高
度
技
術
連
携

協
議
会
お
よ
び
大
阪
府
立
大
学

と
初
め
て
、「
も
の
づ
く
り
技
術

推
進
事
業
に
関
す
る
産
学
官
連

携
協
定
」
を
締
結
し
、
市
内
の

も
の
づ
く
り
企
業
の
技
術
推

進
、
事
業
化
の
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
本
市
と

同
協
議
会
お
よ
び
大
阪
府
立
大

学
が
組
織
的
に
も
の
づ
く
り
企

業
へ
の
協
力
関
係
を
強
化
し
、

人
材
育
成
、
技
術
課
題
の
解

決
、
情
報
交
換
な
ど
を
通
じ
、

よ
り
一
層
の
地
域
経
済
の
活
性

化
を
め
ざ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
）
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根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根
差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
ののののののののののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
ののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににに

～
地
域
に
根
差
し
た
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



３

　
５
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
１

１９

回
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
・

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

　
川
谷
　
洋
史
さ
ん
（
　
歳
）

３５

住
所
　
若
松
町
二
丁
目
４
の
　２８

経
歴
　
副
議
長
、
監
査
委
員
な

ど
を
歴
任

副
議
長

　
岡
田
　
英
樹
さ
ん
（
　
歳
）

６２

住
所
　
桜
ケ
丘
町
　
の
１
の
１

１５

２
１
４

経
歴
　
監
査
委
員
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴

任

議
長
・
副
議
長
・

議
会
選
出
の
監
査
委
員
決
定

監
査
委
員

　
西
川
　
宏
郎
　
さ
ん（
　
歳
）

７２

住
所
　
若
松
町
西
三
丁
目
１
４

４
７
の
　１６

経
歴
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
広
報
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任

　
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
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査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

商
業
動
態
統
計
調
査
に
　

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

ご
協
力
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　
商
業
を
営
む
全
国
の
事
業
所

の
事
業
活
動
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、　

年
度
商
業
動
態
統
計
調

２８

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
基

幹
統
計
で
、
結
果
は
景
気
動
向
を

把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
指
標

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
７

月
上
旬
か
ら
府
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
統
計
課
〔

０

６
（
６
２
１
０
）
９
２
０
９
〕

　
７
月
　
日

は
、
参
議
院
議

１０

員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
選
挙
権
年
齢
の
「
満
　
歳
以

１８

上
」
へ
の
引
き
下
げ
が
適
用
さ

れ
る
最
初
の
選
挙
で
す
。
必
ず

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
日
な
ど

投
票
日
　
７
月
　
日

、
午
前

１０

７
時
～
午
後
８
時

投
票
所
　
市
内
　
投
票
所
（
選

３４

挙
人
名
簿
登
録
者
に
送
付
す
る

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
各
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
）

●
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
事
情

で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
６
月
　
日
～
７
月
９
日

２３


、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
、
金
剛
連
絡
所
２
階

ホ
ー
ル

●
投
票
所
入
場
整
理
券
お
よ
び

選
挙
公
報

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
が
な
く

て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
選
挙
公
報
は
７
月
８

日

ま
で
に
各
家
庭
に
郵
送
し

ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
は
府
選
挙

管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a

.lg
.jp
/s
e
n
k
a
n
/2
4
s
a
n
g
iin
/

in
d
e
x
.h
tm
l

〕
に
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

●
不
在
者
投
票

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
で
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
た
上
、
７

月
６
日

ま
で
に
投
票
用
紙
の

請
求
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
し

て
い
た
だ
く
と
自
宅
な
ど
で
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
請
求
す
る
と
滞
在
先
に
投

票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
同
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
手
続
き
に
は
一
定

の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
至

急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
がががががががががががががががががががががが

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままま

実
施
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

７
月
　
日

、
午
前
７
時
～
午
後
８
時

１０



４

「
教
育
大
綱
」
の
素
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
の
配

置
の
あ
り
方
を
示
す
「
公
共
施

設
再
配
置
計
画
」
の
策
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
」や
「
利

用
状
況
」
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺

い
す
る
た
め
、「
公
共
施
設
再
配

置
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
公
共
施
設
再
配
置
に
関
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
を
実
施

し
ま
す

調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
市
内
に
住
所
の

あ
る
　
歳
以
上
の

１８

人
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
３
０
０
０
人
の
皆
さ
ん
に

７
月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
行
政
管
理
課

（
内
線
３
２
７
、
３
３
７
）

　
本
市
で
は
、
　

年
に
「
第
４

１９

次
富
田
林
市
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
教
育
行
政
に
関
す
る
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
を
受
け
、
本
市
の

教
育
、
学
術
、
文
化
の
振
興
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い

て
、
そ
の
基
本
と
な
る
理
念
や

方
針
を
定
め
る
「
教
育
大
綱
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
同
大
綱
の
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
募
集
期
間

７
月
　
日

～
８
月
　
日


１３

１２

素
案
の
閲
覧
方
法

７
月
　
日

～
、
市
役
所
（
情

１３

報
公
開
課
お
よ
び
教
育
総
務

課
）
、
金
剛
連
絡
所
、
中
央
・
金

剛
図
書
館
、
中
央
・
金
剛
・
東

公

民

館
、
人

権

文

化

セ

ン

タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
す

ば
る
ホ
ー
ル
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）、
総
合
福

祉
会
館
、
け
あ
ぱ
る
、
か
が
り

の
郷
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

８
月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま

１２

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
は
が
き
、

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で

５
８
４
・
８
５
１
１
市
役

所
教
育
総
務
課
〔

　
２
３
０

（２６）

０
・
E
メ
ー
ルk
y
o
u
ik
u
so
m

u
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
s
h
i.lg
.j

p

〕
へ

※
直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課

（
内
線
３
５
５
）

　
低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け
の

給
付
金
の
申
請
受
け
付
け
は
、

８
月
２
日

を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。

　
支
給
対
象
者
で
申
請
が
ま
だ

の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
支
給
対
象
か
ど
う
か
の
確
認

や
申
請
書
が
必
要
な
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
者
の
要
件
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
地
域
福
祉
課
」
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

お忘れではありませんか？    　
「避難行動要支援者名簿」の　
登録申請

　本市では、災害時に支援を必要とする

人を把握するため、災害対策基本法に基

づき「避難行動要支援

者名簿」を整備してい

ます。

　２月中旬から順次、

同名簿の対象となる人

へ登録用紙を送付し、

申請を受け付けていま

すので、申請がまだの

人はお急ぎください。

　また、登録用紙をなくされた場合は、

再度送付しますので、地域福祉課までご

連絡ください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８２）

申
し
込
み
　
８
月
２
日

ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
で

５
８
４
・
８

５
１
１
常
盤
町
１
の
１
　
臨
時

福
祉
給
付
金
支
給
担
当
へ
（
当

日
消
印
有
効
）

※
市
役
所
２
階
特
設
受
付
窓
口

へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）。

３０

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
７
）
７
６
５
〕

低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け
給
付
金
の

受
け
付
け
は
８
月
２
日

で
終
了
し

ま
す

罫
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罫
罫
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
活

動
の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
芸
術
文

化
活
動
団
体
が
実
施
す
る
創
造

的
か
つ
自
主
的
な
芸
術
文
化
活

動
を
支
援
・
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
本
市
に
拠
点
を
お

き
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
を
利
用
し

た
芸
術
文
化
活
動
を
実
施
す
る

団
体

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、

多
目
的
ホ
ー
ル
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
8
月
1
日

よ
り
、
多
目

的
ホ
ー
ル
の
利
用
受
け
付
け
に

つ
い
て
1
カ
月
の
抽
選
参
加
回

数
を
1
団
体
　
回
ま
で
と
し
ま

１０

す
（
7
月
末
日
の
受
け
付
け
ま

で
は
抽
選
回
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
）。
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
受

け
付
け
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て

助
成
金
額
　
上
限
　
万
円
（
対

２０

象
経
費
か
ら
収
入
を
控
除
し
た

３
分
の
２
以
内
の
金
額
）　

団
体
数
　
最
大
４
団
体
ま
で

対
象
期
間
　
　
年
　
月
～
　
年

２８

１０

２９

３
月
に
実
施
す
る
事
業

申
し
込
み
 　
７
月
　
日

ま

３１

で
に
す
ば
る
ホ
ー
ル
へ

※
詳
し
く
は
、
す
ば
る
ホ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://su

b
a

ru
h
a
ll.o
rg
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

は
従
来
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
利
用
受
付
日

利
用
日
の
6
カ
月
前
の
日
に
あ

た
る
日
か
ら
利
用
日
の
前
日
ま

で●
抽
選
の
権
利
の
取
得
方
法
　

該
当
利
用
日
の
受
け
付
け
開
始

日
の
午
前
9
時
に
窓
口
へ
来
ら

れ
た
人
（
1
団
体
1
人
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）〔

　
１
（２５）

１
１
７
〕

　富田林ドリームフェスティバル、２０１６年度ウエスタン・リーグ公

式戦「オリックス・バファローズ」ＶＳ「広島東洋カープ」が７月

２３日、午後１時～、２４日、午後０時３０分～、富田林バファロー

ズスタジアム（総合スポーツ

公園野球場）で開催されます。

　試合が開催される２日間、

南海高野線「金剛駅」～富田

林市役所～総合スポーツ公園

を結ぶ無料臨時バスを運行し

ますので、ぜひご利用くださ

い。

　乗り場は金剛駅は東出口か

ら南へ約４５㍍の臨時バス停、

市役所は第１駐車場前となっ

ています。また、時刻表は右

表のとおりです。なお、当日は豪華賞品が当たる大抽選会が開催さ

れたり、野球観戦がより楽しめる食べ物屋台が出店されたりしま

す。イベント広場では、物産展や特産物の即売会などもあります。

　皆さんでぜひお越しください。

問い合わせ　生涯学習課〔(20)0390〕

す
ば
る
ホ
ー
ル
芸
術

文
化
助
成
事
業
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

多
目
的
ホ
ー
ル
利
用
の

　
　
　
　
　
抽
選
方
法
が
変
わ
り
ま
す

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
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レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
））））））））））））））））））））））



６

さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
塩
分
も
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
喉
が
渇
く
前

に
こ
ま
め
に
飲
む
の
が
コ
ツ
で

す
。
　

◆
休
息
を
と
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
栄
養
を
と
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
ご
は
ん
も

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
声
を
掛
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
分
類
と
対
応

《
分
類
Ⅰ
（
軽
度
）》
め
ま
い
、

た
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら
返
り
、

汗
が
止
ま
ら
な
い
…
涼
し
い
場

所
に
移
動
し
、
衣
類
を
ゆ
る
め

休
み
ま
し
ょ
う
。
保
冷
剤
や
冷

や
し
た
タ
オ
ル
で
脇
や
足
の
付

け
根
な
ど
を
冷
や
し
、
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

《
分
類
Ⅱ
（
中
等
度
）》
頭
痛
、

吐
き
気
、
吐
く
、
体
が
だ
る
い
、

ぐ
っ
た
り
す
る
…
自
力
で
水
を

飲
め
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
分
類
Ⅲ
（
重
度
）》
意
識
が

な
い
、
け
い
れ
ん
、
体
温
が
高

い
、
ま
っ
す
ぐ
走
れ
な
い
、
歩

け
な
い
…
た
め
ら
わ
ず
、
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下

に
お
い
て
体
内
の
温
度
が
上
昇

し
、
正
常
な
体
温
を
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。
発
症
す
る
と
最
悪

の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
子
ど

も
は
発
症
し
や
す
い
の
で
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
温
が
急
激
に
高
く
な
る

日
、
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
な

い
日
、
熱
帯
夜
の
翌
日
、
体
調

の
悪
い
日
、
運
動
な
ど
の
活
動

の
初
日
は
特
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
～
５
つ
の
声
掛
け

を
実
践
し
て
、
夏
を
涼
し
く
乗

り
切
ろ
う
！
～

◆
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
今
い
る
所
、
こ
れ
か
ら
行
く

所
の
温
度
、
湿
度
を
温
度
計
や

天
気
予
報
で
知
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
、
涼
し

い
素
材
の
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
外
出
時
は
帽
子
や
日
傘

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水
分
補

給
が
で
き
る
よ
う
に
、
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。
た
く

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
熱
中
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
に
    

   ご
注
意
を

ゲリラ豪雨や竜巻に注意してください

　近年、異常気象により、局地的に大気の状態が不安定となり、

急速に積乱雲が発達して急に強い雨が降る「ゲリラ豪雨」が発

生しやすい傾向にあります。ゲリラ豪雨が発生すると、降った

雨が低い場所へ一気に流れ込むため、総雨量は少なくても短時

間で甚大な被害が発生することがあります。

　また、積乱雲の発達は、竜巻が発生する要因にもなり、全国

的に被害が起こっています。

　災害から身を守るために、どのような場所で災害や事故が発

生するのかを想定し、日頃から対策を考えておくことが大切で

す。

ゲリラ豪雨によって発生する被害

■川の急な増水で中州に取り残される

■アンダーパス（立体交差のため周辺の地面より低い道路）の

冠水

■マンホール、水路などへの転落

■地下施設への浸水

こんなときは要注意

■最新の天気予報で、「大気の状態

が不安定」「雷、突風、ひょうに注

意」「竜巻注意情報」とテレビやラ

ジオなどで報道されているとき

■急に冷たい風が吹いてきたとき

■黒い雲が近づいてきたとき

■雷が近くで発生したとき

■川の水かさが増えてきたり、水が濁ってきたりしたとき

　外出の際には、最新の気象情報を確認し、危険な場所には近

づかないようにしましょう。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

に
注
意
！

　
元
来
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

は
、
攻
撃
性
の
な
い
お
と
な
し

い
ク
モ
で
、
毒
を
持
っ
て
い
る

牙
も
短
い
た
め
、
肌
の
露
出
し

て
い
る
部
分
以
外
を
か
ま
れ
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
が
い

る
家
庭
は
特
に
注
意
し
、
冷
静

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
生
息
し

そ
う
な
場
所
と
注
意
点
　

　
排
水
溝
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外

機
周
辺
、
使
っ
て
い
な
い
自
転

車
な
ど
、
日
頃
か
ら
生
息
し
そ

う
な
場
所
を
確
認
し
、
ク
モ
に

巣
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
に
置
い
て
あ
る
履
物
な

ど
を
素
足
で
履
く
際
に
、
肌
の

露
出
し
た
部
分
を
か
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
履
物
の
中
を

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
駆
除
の
方
法

　
市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
（
ピ

レ
ス
ロ
イ
ド
系
）
を
噴
霧
す
る

か
、
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
卵
（
約
１

で
乳
白
色
ま
た

は
黄
褐
色
）
は
、
完
全
に
踏
み

つ
ぶ
す
か
家
庭
用
の
草
焼
き

バ
ー
ナ
ー
な
ど
で
焼
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
会
清
掃
な
ど
の
際

に
一
斉
に
駆
除
が
で
き
れ
ば
、

以
後
の
生
息
数
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
簡
単
に
駆
除
で
き
ま
す
が
、

作
業
中
は
必
ず
軍
手
な
ど
を
着

用
し
、
で
き
る
だ
け
肌
を
露
出

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）、
富
田
林
保

健
所
〔

　
２
６
８
１
〕

（２３）



７

「大阪府自転車条例」が施行
され、７月１日から保険加
入が義務化されます

　府では、近年自転車に関連する交通

事故が増加傾向にある事を鑑み、自転

車を安全で適正に利用するための必要

な事項を定めるとともに、自転車の交

通事故防止および被害者の保護を図る

ことを目的として、４月１日に「大阪

府自転車条例」を制定しました。

　これに伴い、７月１日から自転車

利用者は自転車損害賠償保険などへの

加入が義務化されます。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　府自転車条例総合窓口 

〔０６(６９４４)６７３６〕

地域の交通を一緒に考えてみ
ませんか

「高齢者が増えて将来の外出や買い物

に不安を感じている」「子どもや主婦な

ど、車を運転できない人が多く交通機

関まで遠い」など、日頃の外出に不便

を感じておられる人の移動について地

域とともに考える、「地域の交通を考え

る勉強会」を開催しませんか。

　本市では、地域の皆さんと地域の交

通を考える取り組みを実施していま

す。

　その取り組みの一つとして、同勉強

会の開催を考える団体に出張して、地

域の交通について市や交通の専門家な

どがお話をさせていただきますので、

町会（自治会）や老人会などご近所が

集まる機会にぜひご利用ください。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
外
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
夏

休
み
の
開
放
感
と
暑
さ
な
ど
で

注
意
力
が
鈍
り
、
交
通
事
故
に

遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
の
事
故
は
依
然
多

く
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら

な
い
自
転
車
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
が
増
え
る
夏
は
、
飲
酒
運

転
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
７
月
１
日

～

夏の交通事夏の交通事故故

防止運防止運動動

　
日

ま

３１で
の
１
カ

月
間
、「
夏

の
交
通
事

故
防
止
運

動
」
が
実

施
さ
れ
ま

す
。
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
重
点
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
　

●
ゆ
っ
く
り
と
　
マ
ナ
ー
を
乗

せ
て
　
ふ
む
ペ
ダ
ル

●
し
ん
ご
う
が
　
あ
お
で
も
よ

く
み
る
　
み
ぎ
ひ
だ
り

●
そ
の
酒
で
　
失
う
信
頼
　
家

族
の
未
来

重
点
項
目

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

●
本
市
も
都
市
競
艇
企
業
団
に

参
加
し
て
い
ま
す

　
本
市
を
含
む
府
内
　
市
で
構

１６

成
さ
れ
て
い
る
「
大
阪
府
都
市

競
艇
企
業
団
」（
　
年
３
月
　
日

２８

３１

ま
で
は
「
大
阪
府
都
市
競
艇
組

合
」）
は
昭
和
　
年
に
設
立
さ

２７

れ
、
同
企
業
団
主
催
の
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
戦
災
か
ら
の
復
興
の

財
源
確
保
を
目
的
に
、
大
阪
狭

山
市
に
あ
る
狭
山
池
に
お
い
て

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
干
ば
つ
な
ど
の
た

め
、
昭
和
　
年
よ
り
現
在
の
大

３１

阪
市
住
之
江
区
に
移
転
し
、
今

年
で
　
周
年
を
迎
え
ま
す
。

６０

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
収
益
金

（
配
分
金
）
に
つ
い
て
　

　
全
て
の
レ
ー
ス
の
売
上
金
の

内
、　

㌫
が
レ
ー
ス
に
投
票
し

７５

た
的
中
者
へ
払
い
戻
し
さ
れ
ま

す
。
残
り
の
　

㌫
か
ら
モ
ー

２５

タ
ー
ボ
ー
ト
競
争
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
法
定
経
費
や
ボ
ー
ト

レ
ー
ス

場
の
賃

借
料
、

人
件
費

な
ど
を

差
し
引

い
た
金

額
が
収

益
金
の

一

部

（
配
分

金
）
と

し
て
、

同
企
業

団
の
構
成
市
に
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
配
分
金
の
使
い
道
　

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
約

１
１
２
億
円
の
配
分
金
を
受
け

て
お
り
、
そ
の
貴
重
な
財
源

は
、
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
の
整

備
に
充
て
る
た
め
の
基
金
へ
の

積
み
立
て
や
、
消
防
な
ど
の
安

心
安
全
の
た
め
の
事
業
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
０
）
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ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
収
益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
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ののののののののののののののののののののの
さささささささささささささささささささささ
ままままままままままままままままままままま
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
ままままままままままままままままままままま

金
は
市
の
さ
ま
ざ
ま
なななななななななななななななななななななな

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ににににににににににににににににににににに
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
ててててててててててててててててててててて
ららららららららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

事
業
に
役
立
て
ら
れ
てててててててててててててててててててててて

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
　
　

宝
く
じ

　
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７

億
円
が
当
た
る
「
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
」
が
発
売
さ
れ
ま

す
。
ま
た
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
７
０
０
０
万
円
」
も
同
時

発
売
さ
れ
ま
す
。

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収

益

金

は
、
市
町

村
の
明
る

く
住
み
よ

い
ま
ち
づ

く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
府
内
の
宝
く
じ
売

場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
業
公
園
サ
バ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
。

発
売
期
間
　
７
月
６
日

～
　２９

日


問
い
合
わ
せ
　
（
公
財
）
府
市
町

村
振
興
協
会
〔

０
６
（
６
９

４
１
）
７
４
４
１
〕



８

　
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
や
再

利
用
な
ど
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
街
中
や
河
川

敷
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、
降
雨
な

ど
に
よ
り
河
川
や
海
に
流
入

し
、
生
活
環
境
や
さ
ま
ざ
ま
な

生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
毎
年
３
月
に
、
市

民
参
加
に
よ
る
石
川
大
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定

期
的
に
市
職
員
ら
が
庁
舎
周
辺

や
河
川
敷
を
清
掃
し
て
い
ま

す
。
府
で
は
「
ご
み
を
な
く
そ

う
。
水
を
き
れ
い
に
！
」
を
合

言
葉
に
６
～
７
月
の
２
カ
月
間

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
身
近
な
河
川
の
美
化
・
清
掃

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
炊
事
・
洗
濯
・
入
浴

な
ど
の
生
活
排
水
も
河
川
や
海

の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
で
す
。

　
河
川
の
水
質
を
良
く
す
る
に

は
、
生
活
排
水
の
浄
化
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
河
川
の
汚
れ
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
「
水
に
や
さ
し

い
心
遣
い
と
気
配
り
」
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

「
河
川
愛
護
月
間
」

7
月
7
月
はは

試
験
職
種
と
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数

左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日
、
試
験
内
容

試
験
日
　
７
月
　
日


３１

試
験
内
容
　
基
礎
能
力
試
験
、

性
格
適
性
検
査

申
込
書
の
交
付

７
月
１
日

～
　
日

（
土
・

１５

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）
に
人
事
課
、

３０

金
剛
連
絡
所
で
交
付
し
ま
す

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

７
月
１
日

～
　
日

（
土
・

１５

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）
ま
で
に
、
次

３０

の
①
②
両
方
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
人
事
課
へ
提
出
（
郵
送
可
。

７
月
　
日

の
消
印
有
効
）

１３

②
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か

ら
「
採
用
試
験
エ
ン
ト

リ
ー
フ
ォ
ー
ム
」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必

要
事
項
を
入
力
し
、

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
エ

ン
ト
リ
ー

※
詳
し
く
は
７
月
１
日


か
ら
配
布
す
る
募
集

要
項
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
人
事
課
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
職
種
に
お

い
て
も
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
日
本
国

籍
を
有
し
な
い
人
も
受

験
で
き
ま
す
が
、
従
事

で
き
る
職
務
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課

（
内
線
３
２
２
、
３
２

３
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資

市
職
員
採
用
資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
試
験
をを

実
施
し
ま

実
施
し
ま
すす

　
年
度

２８

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
と
は
、

２１

環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
認
証
登
録
す
る

制
度
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
に

取
り
組
む
た
め
の
環
境
経
営
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
企
業
を
対
象
に
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
コココココココココココココココココココココココココココココ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ククククククククククククククククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
説
明
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

と
き
　
７
月
　
日

、
午
前
　

１５

１０

時
～
　
時
　
分

１１

４５

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

４０

順
）　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
地
域
事
務

２１

局
大
阪
〔

０
６
（
６
５
４
３
）

１
５
２
１
・

０
６
（
６
５
４

３
）
０
６
０
７
〕
へ
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特別救助隊が発足

　５月に本市の救助隊が特別救助隊として発

足しました。

　特別救助隊とは、国が定める特殊災害に対

応するための資機材を有し、専門的な教育を

受けた隊員で構成される救助隊をいいます。

　この特別救助隊が運用する車両は緊急消防

援助隊に登録しており、資機材２２７種類・４３７

点を搭載して多種多様な災害に備えています。

　今後も訓練を実施することで災害対応力の

強化に努めます。

問い合わせ　市消防本部消防署〔(２３)０１１９〕

ストップ水難事故

　例年この時期になると、海や川、プールな

どでレジャーを楽しむ機会

が多くなるとともに、水難

事故が多く発生します。夏

の水遊びは楽しい反面、危

険も多く、数十㌢程の深さ

でも命を落としてしまうこともあります。

　また、飲酒して海や川で遊ぶことは大変危

険ですので絶対にやめましょう。

　川や水のさまざまな危険性を十分に理解

し、ルールを守って楽しい夏にしましょう。

問い合わせ　市消防本部消防署〔(２３)０１１９〕

防火管理者資格取得講習会

　消防法の規定により、一定基準以上の建物

には防火管理者を選任し、防火管理上必要な

業務を実施しなければなりません。市消防本

部ではこの資格を付与するための講習会を実

施します。

とき　８月２５日、２６日、午前９時～午後

４時（全２日）

ところ　市消防本部

定員　８０人（申し込み先着順）

受講料　１４５０円（テキスト代）

申し込み　７月１９日～２９日（土・日曜日

を除く午前９時～午後５時）までに市消防本

部予防課〔(２３)１１２４〕へ（電話申し込み不

可）

貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししししししししししししし農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市貸し農園・市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用体験農園利用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

《
貸
し
農
園
》

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約

　
～
１
４
７
平
方
㍍
）

３６問
い
合
わ
せ
　
竹
野
さ
ん
〔


０
９
０
（
４
２
９
５
）
７
４
１

５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
、
苗
、
肥

４０

料
、
農
具
使
用
料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕　

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５
※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
５
６
６
３
）
６
２
３

７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
　
万
円
（
１
区

１２

画
　
平
方
㍍
）

５０
※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、

完
全
指
導
型
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
６
８
０
０

円
～
２
万
５
２
０
０
円
（
１
区

画
　
～
　
平
方
㍍
）

６６

９９

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
さ
ん
〔


　
２
１
３
６
）

（３４）●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８０

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
８
７
９
１
）
５
８
９

５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

　
０
６
３
２
）

（２４）

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ｂ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）

３５

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
さ
ん
〔


０
９
０
（
６
９
８
７
）
３
８
１

７
）

●
富
田
林
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

１
・
２
・
３

と
こ
ろ
　
１
・
２
＝
佐
備
、
３

＝
龍
泉

利
用
料
　
い
ず
れ
も
年
額
２
万

５
０
０
０
円
（
１
区
画
　
・
５

８２

平
方
㍍
）

問
い
合
わ
せ
　
谷
口
さ
ん
〔


０
８
０
（
８
３
２
９
）
７
３
８

１
〕

《
市
民
体
験
農
園
》

●
平
町
農
園

と
こ
ろ
　
平
町
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
奥
本
さ
ん
〔


　
１
０
６
３
〕

（２６）●
若
松
町
農
園

と
こ
ろ
　
若
松
町
四
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
辻
さ
ん
〔

　（２４）

４
５
０
８
〕



１０

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
８
月
５
日

～
７
日

に
、

す
ば
る
ホ
ー
ル
で
、「
第
　
回
平

３２

和
を
考
え
る
戦
争
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
戦
争
展
は
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
に

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品

戦
時
品
・
遺
品
をををををををををををををををををををををを

探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

　
　
探
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

後期高齢者医療に関するお知らせ   

●被保険者証が変わります　

　今年８月から「後期高齢者医療被保険者証」が「薄緑

色」に変わります。

　新しい被保険者証は、７月中に郵送します。有効期限

は２９年７月３１日までの１年間です。

●保険医療機関などでの自己負担割合について

　自己負担割合は、毎年８月１日現在で当該年度（４月

から７月までは前年度）の「地方税法上の各種所得控除

後の所得（課税標準額）」により定期判定します。

　医療機関での自己負担割合は、「一般の人は１割」、「現

役並み所得者は３割」となります。

　ただし、現役並み所得者として３割負担と判定された

場合でも、次の要件に該当するときは、福祉医療課に申

請（基準収入額適用申請）することで、申請の翌月から

１割負担に変更することができます。

○同一世帯に被保険者が１人の場合＝被保険者本人の収

入額が３８３万円未満のとき

○同一世帯に被保険者が複数いる場合＝被保険者の収入

の合計額が５２０万円未満のとき

○同一世帯に被保険者が１人で、かつ７０歳以上７５歳未満

の人がいる場合＝被保険者本人の収入額が３８３万円以上

で、被保険者本人および７０歳以上７５歳未満の人の収入の

合計額が５２０万円未満のとき

●後期高齢者医療制度保険料の決定について　

　２８年度の後期高齢者医療制度保険料の決定（本算定）

に伴い、被保険者の皆さんに保険料額決定通知書および

納入通知書を７月中に郵送します。

　保険料の納入方法は、年金からの天引きで納めていた

だく「特別徴収」と、市からお送りする納付書や口座振

替などで納めていただく「普通徴収」の２通りに分かれ

ます。

　なお、特別徴収を口座振替に変更することもできま

す。希望される人はお問い合わせください。

　また、納付方法をすでに口座振替にされている人でも

特別徴収となる場合があります。引き続き口座振替を希

望される場合は、納付方法変更申出書の提出が必要で

す。７月２９日までに提出いただくと、１０月支給分の年

金から適用されます。

●後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認

定証の更新　

　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（減

額認定証）は、保険医療機関などの窓口で提示すると、

医療費、入院時食事代の負担が軽減されるもので、住民

税非課税世帯に属する被保険者が対象です。引き続き対

象となる人には、８月１日から有効の減額認定証を、

７月中に郵送します。

問い合わせ　福祉医療課（内線１５８、１５９）

　
特
定
の
地
域
や
そ
こ
に
住
む

人
を
 誹
  謗
 中
傷
す
る
内
容
の
差

ひ
 
ぼ
う

別
落
書
き
な
ど
が
、
駅
構
内
の

ト
イ
レ
や
建
物
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
落
書
き
は
、
被
害

者
に
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
見
た
人
に
新
た

な
差
別
意
識
を
植
え
付
け
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
落
書
き
は
器
物
損
壊

罪
や
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
名

誉
 毀
  損
 罪
、
侮
辱
罪
と
な
る
場

き
 
そ
ん

合
も
あ
り
、
重
大
な
犯
罪
行
為

と
し
て
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
差
別
落
書
き
は
、「
消
せ
ば
お

し
ま
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
被
害
者
の
心
に
は
消

え
な
い
傷
が
残
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
落
書
き
行
為
を

な
く
す
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
、
落
書
き
行
為
の
背

景
に
あ
る
根
本
的
な
差
別
意
識

を
解
消
す
る
こ
と
に
目
を
向

け
、
差
別
を
容
認
し
、
温
存
し

よ
う
と
す
る
社
会
の
雰
囲
気
を

許
さ
な
い
も
の
に
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

つ
い
て
考
え
、
語
り
合
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
戦
争
展
で
展
示

す
る
戦
時
品
や
遺
品
を
探
し
て

い
ま
す
。

　
展
示
を
通
し
て
、
平
和
へ
の

願
い
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

人
の
心
を
傷
つ
け
る
差
別
落
書
き
な
ど

は
や
め
ま
し
ょ
う
！



１１

おでかけサポート！ハローワーク           

in 大阪狭山市

　ハローワークまで遠くてなかなか行けない人など

のために、身近な市役所で求人情報の提供と職業紹

介をします。今回は大阪狭山市で実施します。

　なお、ハローワークカードをすでにお持ちの人

は、同カードを持参してください。

とき　７月２５日、午後１時～４時（受け付けは午

後３時３０分まで）　※来場者多数の場合は受付終了

時間を早める場合があります。

ところ　大阪狭山市役所３階第１会議室　※当日、

直接会場へ。

問い合わせ　大阪狭山市農政商工グループ〔０７２

(３６６)００１１〕

「開業サポート資金」の金利を引き下げ

　府では、府内での創業を促進するため、｢開業サ

ポート資金｣の金利を引き下げました。

　また、多様な起業家の育成に向け、女性、若者、

シニア、ＵＩＪターン該当者については、さらに金

利を引き下げました。

●女性・若者・シニア・ＵＩＪターンの要件

・女性＝事業主が女性であること。

・若者＝事業主が受け付け時点で３５歳未満であるこ

と。

・シニア＝事業主が受け付け時点で５５歳以上である

こと。

・ＵＩＪターン該当者＝受け付け時の１年前以内に

東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、茨城

県）に在住していた人が、府内で創業するものであ

ること。

※詳しくは、府ホームページ〔http://www.pref.osa

ka.lg.jp/kinyushien/seido001/index.html〕をご覧くだ

さい。　　　

問い合わせ　府中小企業支援室金融課制度融資グ

ループ〔０６(６２１０)９５０８〕

業務用計量器の定期検査

　商取引や証明用として使用される計量器は、計量

法の規定により、定期検査に合格しないと使用でき

ません。

　事前に府計量検定所から「定期検査通知書」が届

きます。定期検査が下表のとおり実施されますの

で、必ず受けてください。

問い合わせ　府計量検定所〔０７２(８７２)７８０１〕

　
し
尿
く
み
取
り
の
変
更
や
中

止
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
衛
生

課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
変
更
＝
世
帯
主
名
、
居
住
者

の
人
数
、
便
槽
の
種
類
な
ど
が

変
わ
っ
た
場
合

○
中
止
＝
転
出
や
浄
化
槽
、
水

洗
便
所
に
便
槽
を
変
え
る
な

ど
、
し
尿
く
み
取
り
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
場
合

※
一
時
的
に
人
数
が
変
わ
っ
た

場
合
（
入
院
な
ど
）
も
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

し
尿
く
み
取
り
の
変
更
・

中
止
の
届
け
出
を

　
広
報
ふ
れ
あ
い
レ
ポ
ー
タ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
な
っ
て
、

広
報
と
ん
だ
ば
や
し
に
あ
な
た

の
企
画
で
、
取
材
記
事
を
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）
に
活
動
で
き
る
市
内

在
住
で
　
歳
以
上
の
人

２０

任
期
　
９
月
１
日

～
　
年
３

２９

広報ふれあい
レポーターを
募集します

月
　
日


３１
申
し
込
み
　
郵
送
で
応
募
の
動

機
と
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
取
材

し
て
み
た
い
こ
と
を
原
稿
用
紙

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、履

歴
書
を
同
封
し
、
７
月
　
日


２９

（
必
着
）
ま
で
に

５
８
４
・

８
５
１
１
常
盤
町
１
の
１
　
情

報
公
開
課
（
内
線
３
２
６
）
へ

※
採
用
者
に
は
電
話
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

募
集
科
目
　
空
調
設
備
科
　

応
募
資
格
　
　
歳
以
上
の
人

１８

定
員
　
　
人
３０

授
業
料
　
年
間
　
万
８
８
０
０

１１

円（
別
途
教
科
書
代
な
ど
実
費
）

※
そ
の
他
、
入
校
料
な
ど
が
必

要
。

願
書
受
け
付
け
　
７
月
　
日


２８

ま
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

（
河
内
長
野
市
昭
栄
町
７
の

２
）〔

　
３
０
８
１
〕
で
受
け

（５３）

付
け
　

試
験
日
　
８
月
　
日


２６

合
格
発
表
　
９
月
１
日


入
校
日
　
　
月
　
日


１０

１１

問
い
合
わ
せ
　
同
専
門
校
（


５
９
４
・
１
１
４
４
和
泉
市
テ

ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
二
丁
目
３
の

５
）〔

０
７
２
５
　

３
０
０

（５３）

５
〕

※
７
月
７
日

＝
施
設
見
学
会

と
体
験
実
習
、
７
月
　
日

、

２５

９
月
７
日

＝
施
設
見
学
会
を

同
専
門
校
で
実
施
し
ま
す
（
い

ず
れ
も
午
後
１
時
　
分
～
受
け

１５

付
け
、
当
日
直
接
会
場
へ
）。

府立南大阪高等

職業技術専門校

１０月入校生募集



は
２
～
４
枚
、
高
校
生
、
一
般

は
４
～
６
枚
　

※
点
字
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

応
募
も
可
。

募
集
ポ
ス
タ
ー
な
ど
　
Ｂ
３
画

用
紙
、
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ

ズ
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）
で
、

小
・
中
学
生
の
み

応
募
方
法
　
７
月
１
日

～
９

月
６
日

（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、

５
４
０
・
８
５
７
０
　

府
障
が
い
福
祉
企
画
課
〔

０

６
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

（
内
線
４
１
４
５
）
・

０
６

（
６
９
４
２
）
７
２
１
５
〕
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）　
※
詳
し

く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.j

p
/k
e
ik
a
k
u
s
u
is
h
in
/s
y
o
u
g

a
i-in
fo
/h２
８
sa
k
u
b
u
n
p
o
su
t

a
.h
tm
l

〕を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
料
理
講
座

①
幼
児
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
　
　

～
料
理
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く

食
育
！
～

と
き
　
８
月
４
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
２
時

対
象
者
　
市
内
在
住
で
４
歳
～

就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

定
員
　
　
組
１６

②
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

～
み
ん
な
で
作
っ
て
、
楽
し
く

た
べ
よ
う
！
～

と
き
　
８
月
　

日

、　

日

２２

２３


、
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午

１０

後
２
時

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
生

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

①
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

～
と
っ
ぴ
ー
と
読
も
う
！
～

課
題
図
書
　
学
校
図
書
室
、
中

央
・
金
剛
図

書
館
や
家
庭

な
ど
に
あ
る

図
書
　
※
特

に
テ
ー
マ
は
設
け
ま
せ
ん
。

募
集
感
想
文
　
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
３
枚
以
内

表
彰
　
　
年
１
月
に
表
彰
式
を

２９

開
催
予
定
（
受
賞
者
の
み
連
絡
。

部
門
ご
と
に
市
長
賞
、
教
育
長

賞
、
と
っ
ぴ
ー
賞
な
ど
を
選
定
）

②
第
３
回
「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
★
富
田

林
コ
ン
ク
ー
ル
」

課
題
図
書
　
認
知
症
に
関
係
の

あ
る
図
書

募
集
感
想
文
　
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
以
内

表
彰
　
　
月
　
日

、
す
ば
る

１１

１９

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
認
知
症

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て

表
彰
予
定（
受
賞
者
の
み
連
絡
）

応
募
方
法
　
①
は
中
央
・
金
剛

図
書
館
に
備
え
付
け
の
応
募
票

を
同
封
し
、
９
月
１
日

～
９

日

ま
で
に

5
8
4
・
8
5

1
1
常
盤
町
１
の
１
　
市
役
所

教
育
指
導
室
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
係
へ
郵
送
、
ま
た
は
中

央
・
金
剛
図
書
館
へ
持
参

※
た
だ
し
、
市
立
小
・
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
は
、

各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
は
高
齢
介
護
課
に
備
え
付
け

の
応
募
票
を
同
封
し
、
７
月
　２１

日

～
９
月
　
日

（
必
着
）

３０

ま
で
に
、
市
役
所
高
齢
介
護
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
い
ず
れ
の
対
象
者
も
、
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
（
小
学
１

～
３
年
生
・
４
～
６
年
生
、中
学

生
の
３
部
門
）。
感
想
文
に
は
、

題
名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

図
書
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
①
は
著
者
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
）。
応
募
は
１
人
１
作
品

と
し
、
未
発
表
（
自
作
）
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
重
複
し

て
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
①
教
育
指
導
室

（
内
線
３
５
６
）、
②
高
齢
介

護
課
（
内
線
１
９
７
）

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作

文
・
障
が
い
者
週
間
の
ポ

ス
タ
ー
を
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を

つ
づ
っ
た
作
文
と
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
入
選
者
に
は

賞
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

募
集
作
文
な
ど
　
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
で
、
小
・
中
学
生

１２

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

と
保
護
者
　
定
員
　
各
　
組
１６

※
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

実
施
。
参
加
費
１
人
３
０
０
円

（
安
全
の
た
め
、
対
象
者
以
外

の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
　２０

日

（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
（
保
護
者
と

子
ど
も
）、
子
ど
も
の
年
齢
（
学

年
）、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日

を
一
つ
記
入
し
、

５
８
４
・

０
０
８
２
向
陽
台
一
丁
目
３
の

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
市
食
生

３５活
改
善
推
進
協
議
会
へ
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
し
、
結

果
は
７
月
　
日

ま
で
に
郵
送

２６

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
　
溝
川
さ
ん〔

　（２４）

４
０
５
５
〕、
本
多
さ
ん
〔

　（２５）

９
３
５
４
〕

夏
休
み
親
子
料
理
教
室
　

夏
野
菜
で
パ
パ
ッ
と
ラ
ン
チ

と
き
　
８
月
６
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
　
中
華
風
豚
丼
、
ト
マ
ト

と
レ
タ
ス
の
か
き
玉
ス
ー
プ
、

え
だ
ま
め
寒
天

対
象
者
　
小
学
生
と
保
護
者

（
安
全
の
た
め
、
対
象
者
以
外

の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
　
４
組

参
加
費
　
無
料
（
材
料
費
１
人

６
０
０
円
程
度
実
費
）

申
し
込
み
　
７
月
　
日

～
　

１２

２６

日

ま
で
に
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
、
電
話
申
し
込
み
可
）

ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
テ
ニ
ス
レ

ッ
ス
ン

と
き
　
７
月
　

日

、
　

日

２９

３０


、
　

日

、
８
月
２
日

、

３１

３
日

、
４
日

、
①
午
後
５

時
～
６
時
、
②
午
後
６
時
　
分
１５

～
７
時
　
分
、
③
午
後
７
時
　

１５

３０

分
～
８
時
　
分
３０

※
雨
天
中
止
。

と
こ
ろ
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者
　
①
４
歳
～
小
学
３
年

生
、
②
③
小
・
中
学
生

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

１６

着
順
）
　

受
講
料
　
1
回
１
０
０
０
円
　

※
複
数
回
受
講
可
（
４
回
以
上

の
受
講
者
に
は
割
引
あ
り
）
。

申
し
込
み
　
７
月
６
日

、
午

前
９
時
～
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

東
公
民
館
納
涼
の
夕
べ

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
５

２３

時
～
８
時
　

と
こ
ろ
　
東
公
民
館

内
容
　
大
好
評
の
夜
店
、
フ
ク

ロ
ウ
ｂ
ａ
ｒ
、
マ
ジ
ッ
ク
バ

ル
ー
ン
実
演
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
東
公
民
館
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１３

親
子
水
彩
画
　
　
　
　
　

～
夏
の
モ
チ
ー
フ
編
～

と
き
　
７
月
　

日

、
　

日

２３

３０


、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
　
分
３０

～
　
時
　
分
（
全
２
回
）

１１

３０

と
こ
ろ
　
児
童
館

対
象
者
　
小
学
生
と
保
護
者

（
小
学
生
の
み
の
参
加
可
）

定
員
　
　
人
１６

参
加
費
　
無
料
（
教
材
費
１
人

２
０
０
円
実
費
）

持
ち
物
　
絵
筆
３
本
（
自
然
毛

の
丸
筆
で
大
　
・
中
４
・
小
０

１６

号
）
、
小
学
校
で
使
用
の
水
彩

絵
の
具
４
色
（
赤
・
青
・
黄
か

山
吹
・
白
）
、
パ
レ
ッ
ト
、
筆
洗

い
、
雑
巾

申
し
込
み
　
７
月
　
日

ま
で

１３

に
児
童
館
へ
（
電
話
申
し
込
み

可
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
　１４

日

、
午
前
　
時
に
児
童
館
で

１０

抽
選
し
、
結
果
は
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
定
員
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
は
、
引
き
続
き
受

け
付
け
ま
す
。

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
　
　
  

自
然
学
習
会

と
き
　
８
月
４
日

、
午
前
　１０

時
～
正
午
　

※
小
雨
決
行
（
た
だ
し
、
荒
天

ま
た
は
河
川
増
水
の
と
き
は
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。

と
こ
ろ
　
河
内
長
野
市
滝
畑

（
石
川
）
出
合
橋
付
近
（
バ
ス

到
着
地
よ
り
徒
歩
　
分
）
　

１５

※
河
内
長
野
駅
前
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
行
き
は
午

前
８
時
　
分
～
　
分
の
間
に
３

４５

５５

便
、
帰
り
は
午
後
２
時
発
で

す
。
現
地
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。

内
容
　
水
生
生
物
の
観
察

定
員
　
２
０
０
人
（
申
し
込
み

先
着
順
）
　
参
加
費
　
無
料
　

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
弁
当
、

着
替
え
な
ど
（
持
っ
て
い
る
人

は
、
捕
獲
用
網
、
虫
め
が
ね
）

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
　２２

日

ま
で
に
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）
へ

障
が
い
児
の
夏
休
み
教
室

と
き
・
と
こ
ろ
な
ど
　
①
７
月

　
日

、
午
後
１
時
～
３
時
＝

２７藤
沢
台
小
学
校
プ
ー
ル
、
②
８

月
４
日

、
午
前
８
時
　
分
～

４５

午
後
５
時
　
分
＝
府
立
青
少
年

３０

海
洋
セ
ン
タ
ー（
淡
輪
）　
※
雨

天
時
は
、
ア
ミ
テ
ィ
舞
洲
。
③

　
日

、
午
前
９
時
　
分
～
午

１９

３０

後
４
時
　
分
＝
滝
畑
ふ
る
さ
と

３０

文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー
、
④
　２６

日

、
午
後
２
時
～
４
時
　
分
３０

＝
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
鑑
賞
、
夏
祭
り
）

対
象
者
　
障
が
い
の
あ
る
小
・

中
学
生
、
高
校
生
と
保
護
者
　

参
加
費
　
①
１
家
族
１
０
０

円
、
②
子
ど
も
１
０
０
０
円
、

保
護
者
２
０
０
０
円
、
③
親
子

ペ
ア
３
０
０
０
円
、
④
親
子
ペ

ア
５
０
０
円

※
兄
弟
姉
妹
も
参
加
す
る
場
合

は
、
②
③
は
１
５
０
０
円
、
④

は
３
０
０
円
別
途
参
加
費
が
必

要
。

※
②
③
は
バ
ス
の
定
員
に
な
り

次
第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り

ま
す
。

申
し
込
み
　
７
月
　
日

ま
で

１０

に
 袴
 

は
か
ま

 矢
 さ
ん
（
富
田
林
障
が
い

や

児
夏
休
み
教
室
代
表
）〔

・


　
２
７
４
６
〕
へ

（２３）け
あ
ぱ
る
夏
休
み
子
ど
も
 

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

と
き
　
①
７
月
　
日

～
　
日

２６

３１


、
②
８
月
２
日

～
７
日


、
③
　
日

～
　
日

、
④

１６

２１

　
日

～
　
日

、
い
ず
れ
も

２３

２８

午
前
８
時
　
分
～
９
時
　
分

２５

３０

（
全
６
回
）

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
け
あ
ぱ
る

対
象
者
　
小
学
生

定
員
　
各
　
人
８０

参
加
費
　
５
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
７
日

、
午

前
９
時
～
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
け
あ

ぱ
る
へ
（
電
話
申
し
込
み
不
可
、

定
員
各
　
人
、
申
し
込
み
先
着

５０

順
）

※
７
月
６
日

、
午
前
７
時

～
、
け
あ
ぱ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://c
a
re
p
a
l.o
r.jp
/

〕
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
定

員
各
　

人
、
申
し
込
み
先
着

３０

順
）。

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム

と
き
　
７
月
１
日

～
9
月
　３０

日


と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館
、
か

が
り
の
郷
、
金
剛
公
民
館
な
ど

内
容
　
子
ど
も
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
と
の
交
流
や
配
食
、
お

も
ち
ゃ
病
院
で
の
活
動
な
ど
メ

ニ
ュ
ー
が
選
べ
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
〔

　
８
２
０
０
〕

（２５）

※
詳
し
く
は
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://to

n
sh
a
k
y
o
.m
a
i

n
.jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
手
話
体
験
講
座

と
き
　
７
月
　

日

、　

日

３０

３１


、
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　

１０

１１

時
　
分
（
全
２
回
）

３０
と
こ
ろ
　
か
が
り
の
郷

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
４

年
生
～
中
学
生

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

１５

順
）　
参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
　２６

日

（
休
館
日
を
除
く
）
ま
で

に
、
か
が
り
の
郷
へ
（
電
話
申

し
込
み
可
）

や
っ
て
み
よ
う
！
　
　
　

図
書
館
の
仕
事
体
験

と
き
　
８
月
　
日

、
午
前
９

２５

時
　
分
～
午
後
０
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
中
央
・
金
剛
図
書
館

対
象
者
　
小
学
５
・
６
年
生

定
員
　
各
館
６
人
　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
　２２

日

、
午
前
　
時
～
、
各
館
へ

１０

（
電
話
申
し
込
み
可
）　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
当
選
者
に
は
７
月
　
日
３０


ま
で
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

夏
休
み
図
書
館
お
楽
し
み
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
者
　
①

７
月
　
日

＝
金
剛
図
書
館
、

２７

②
　
日

＝
中
央
図
書
館
、
い

２９
ず
れ
も
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

１０

１０

　
分
＝
２
歳
～
就
学
前
の
幼

５０児
、
午
前
　
時
～
　
時
　
分
＝

１１

１１

４０

1
2
1
〕
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
）

※
申
し
込
み
は
１
家
族
に
つ
き

１
枚
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

富
田
林
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.to
n
b
y
o
.o
r

g
/

〕を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ド
ン
ド
ン
和
太
鼓
教
室

と
き
　
７
月
　
日
～
８
月
　
日

２３

２７

の
毎
週
土
曜
日
（
８
月
　
日
は

１３

除
く
）、
午
前
　
時
～
正
午
、
８

１０

月
　
日

、
午
後
７
時
　
分
～

２６

３０

９
時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ
　
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
４
年
生
以
上

定
員
　
　
人
　
参
加
費
　
無
料

２０

申
し
込
み
　
７
月
　
日

ま
で

１３

に
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
電

話
申
し
込
み
可
）

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

ど
も
の
た
め
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル

と
き
　
７
月
　

日

、　

日

２１

２２


、　

日

、　

日

、
い
ず

２５

２６

れ
も
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
ほ
か

内
容
　
学
習
サ
ポ
ー
ト
と
交
流

対
象
者
　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
小
・
中
学
生

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

３０

着
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
　１４

日

ま
で
に
N
P
O
法
人
と
ん

だ
ば
や

し
国
際
交
流
協
会

〔

・

　
２
６
２
２
〕
へ

（２４）

前
　
時
に
参
加
費
持
参
で
市
民

１０
総
合
体
育
館
２
階
大
会
議
室
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
、
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
生

涯

学

習

課

〔

　
０
３
９
０
〕（
土
・
日
曜

（２０）

日
、
祝
日
は
除
く
）
ま
た
は
、

西
野
さ
ん
（
同
協
会
）
Ｅ
メ
ー

ル〔k
o
u
w
a
.n
ish
in
o
-y
@
n
ift

y
.c
o
m

〕

け
あ
ぱ
る
夏
休
み
講
座

①
芝
ぼ
う
や
作
り

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
１

２９

時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

定
員
　
　
人
　

２５

参
加
費
　
５
０
０
円

持

ち
物
　
は
さ
み
、持
ち
帰
り

用
の
袋

②
ア
ロ
マ
ス
ト
ー
ン
作
り

と
き
　
８
月
２
日

、
午
後
１

時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

定
員
　
　
人
　

１５

参
加
費
　
１
０
０
０
円

持
ち
物
　
持
ち
帰
り
用
の
袋

※
い
ず
れ
も
け
あ
ぱ
る
で
実
施
。

※
い
ず
れ
も
小
学
生
対
象
で
、

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
６

日

、
午
前
７
時
～
、
け
あ
ぱ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://ca

re
p
a
l.o
r.jp
/

〕
か
ら
申
し
込
み

（
申
し
込
み
先
着
順
、
電
話
申

し
込
み
不
可
）

※
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

小
学
生
以
上

内
容
　
大
型
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

３０

着
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
７
月
６

日

、
午
前
　
時
～
、
①
は
金

１０

剛
図
書
館
、
②
は
中
央
図
書
館

へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

富
田
林
病
院
職
業
体
験
      

「
と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」

と
き
　
8
月
　
日

、
午
前
9

２０

時
～
午
後
０
時
　
分
、
午
後
２

１０

時
～
５
時
　
分
１０

と
こ
ろ
　
富
田
林
病
院

内
容
　
手
術
室
な
ど
病
院
の
裏

側
を
見
な
が
ら
の
職
業
体
験

対
象
者
　
初
め
て
参
加
す
る
本

市
・
太
子
町
・

河
南
町
・
千
早

赤
阪
村
在
住

の
小
学
生
（
た

だ
し
、
小
学
１
・
２
年
生
は
保

護
者
同
伴
）　

定
員
　
各
　
人
２０

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
消

１５

印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が
き
に

参
加
時
間
帯
（
午
前
、
午
後
の

い
ず
れ
か
）、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
氏
名
、

参
加
児
童
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
学

年
、
性
別
を
記
入
し
、

５
８

４
・
０
０
８
２
向
陽
台
一
丁
目

３
の
　
　
富
田
林
病
院
総
務
課

３６

と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
係
〔

　
1

（２９）

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ

と
き
　
７
月
　
日

～
　
日


２３

２４

と
こ
ろ
　
光
滝
寺
キ
ャ
ン
プ
場

（
河
内
長
野
市
滝
畑
１
３
９
２

の
甲
）

対
象
者
　
小
学
３
～
６
年
生
　

※
対
象
者
以
外
の
人
で
参
加
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
　

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

１５

順
）
　
参
加
費
　
３
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
、

松
尾
さ
ん
（
N
P
O
法
人
の
～

ま
ら
い
ず
）〔

０
９
０
（
５
０

６
１
）
９
１
２
３
〕
へ

子
ど
も
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

　
市
野
外
活
動
協
会
で
は
、
今

年
も
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
の
宿
泊

キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
　
８
月
　
日
２０


、
正
午
集
合
、
　
日

、
正
午

２１

解
散
予
定
　
※
少
雨
決
行
。

と
こ
ろ
　
青
少
年
教
育
キ
ャ
ン

プ
場

内
容
　
テ
ン
ト
設
営
、
野
外
料

理
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ほ

か対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
３

年
生
～
中
学
生

※
高
校
生
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
　
定
員
　
　
人
３０

参
加
費
　
１
５
０
０
円

申
し
込
み
　
7
月
　
日

、
午

２４

１４

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください 夏休み特集



１５

夏
休
み
中
央
公
民
館
講
座

①
フ
ク
ロ
ウ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
１

２３

時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

内
容
　
フ
ク
ロ
ウ
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験
な
ど

対
象
者
　
４
歳
以
上
の
子
ど
も

と
保
護
者
（
小
学
４
年
生
以
上

は
1
人
で
の
参
加
可
）

定
員
　
　
組
　
参
加
費
　
無
料

１２

持
ち
物
　
カ
メ
ラ

②
子
ど
も
考
古
学
は
か
せ

と
き
　
８
月
５
日

、
午
前
　１０

時
～
　
時
　
分

１１

３０

対
象
者
　
小
学
３
～
６
年
生

定
員
　
　
人
２０

参
加
費
　
２
０
０
円

持
ち
物
　
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、

紙
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
、
汚
れ
て
も
よ
い
エ
プ

ロ
ン

③
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
か

み
さ
ま

と
き
　
８
月
　
日

、
午
後
１

１３

時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

内
容
　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
使
っ
た
工
作

対
象
者
　
４
歳
以
上
の
子
ど
も

と
保
護
者
（
小
学
４
年
生
以
上

は
1
人
で
の
参
加
可
）
 
　

定
員
　
　
組
　

１２

参
加
費
　
子
ど
も
１
人
１
０
０
円

※
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
実

施
。

申
し
込
み
　
①
は
７
月
　

日
１５


、
②
③
は
７
月
　
日

（
必

２６

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１

人
（
組
）
１
枚
）
に
講
座
名
、

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
（
保
護

者
と
子
ど
も
）、
子
ど
も
の
年

齢
（
学
年
）
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、

５
８
４
・
０
０
９
３
本

町
　
の
　
　
中
央
公
民
館
へ

１６

２８

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
子
ど
も
教
室
　
　

「
か
が
く
ク
ラ
ブ
v
o
l
・
　
」
51

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
１

２９

時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
東
公

民
館

内
容
　
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
遊
び
、

磁
石
に
つ
く
ス
ラ
イ
ム
作
り
、

Ｃ
Ｄ
を
利
用
し
た
コ
マ
作
り

対
象
者
　
小
学
生

定
員
　
　
人
　
参
加
費
　
無
料

１６

（
教
材
費
３
０
０
円
実
費
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
、
は
さ
み
、
軍
手
、

汚
れ
て
も
良
い
服
装

申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
必

２１

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１

人
１
枚
）
に
教
室
名
、
参
加
者

の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
学
校
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、

５
８

４
・
０
０
４
５
山
中
田
町
一
丁

目
５
の
　
　
東
公
民
館
へ
（
申

５０

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

親
子
陶
芸
教
室

と
き
　
７
月
　
日

、
8
月
　

２４

２１

日

、
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～

１０

正
午
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
　
金
剛
公
民
館

対
象
者
　
小
学
生
と
保
護
者

（
小
学
４
年
生
以
上
は
１
人
で

の
参
加
可
）

定
員
　
　
組
　
人

１０

２０

参
加
費
　
無
料
（
教
材
費
１
０

０
０
円
実
費
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
 、
汚
れ
て

も
よ
い
服
装

申
し
込
み
　
７
月
　
日

（
必

１５

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１

組
１
枚
）
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
（
保
護
者
と
子
ど
も
）、
子

ど
も
の
年
齢
（
学
年
）、
電
話
番

号
を
記
入
し
、

５
８
４
・
０

０
７
２
高
辺
台
二
丁
目
１
の
２

金
剛
公
民
館
へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）　

※
来
館
し
て
申
し
込
む
場
合

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
ル
＆
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
～
滝
畑
ダ
ム
探
検
～

と
き
　
７
月
　
日

～
８
月
　

３０

２５

日

の
間
に
　
回
開
催
、
い
ず

１０

れ
も
午
後
０
時
　
分
～
２
時

３０

と
こ
ろ
　
滝
畑
ダ
ム
（
河
内
長

野
市
滝
畑
２
４
０
の
２
）

内
容
　
滝
畑
ダ
ム
の
堤
防
内
に

あ
る
夏
で
も
涼
し
い「
監
査
廊
」

の
探
検
、
地
域
の
歴
史
資
源

「
磨
崖
仏
」
の
見
学
な
ど

定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
先

２５

着
順
）　
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
７
月
７
日

か

ら
受
け
付
け
。
開
催
日
や
申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
南
河
内
農
と

緑
の
総
合
事
務
所
滝
畑
ダ
ム
分

室
〔

　
３
６
７
２
〕

（６２）

夏
休
み
寺
子
屋

　
夏
休
み
の
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
や
異
年
齢
交
流
、
異
校

区
交
流
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日

～
８
月
　

２１

２９

日

　
※
開
催
日
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
①
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー

ル
（
市
民
会
館
）、
②
ふ
ら
っ
と

シ
ェ
ア
ル
ー
ム
（
寺
池
台
一
丁

目
　
の
２
２
１
の
１
０
２
）

１６
内
容
　
学
習
タ
イ
ム
、
ク
ッ
キ

ン
グ
、
工
作
な
ど

定
員
　
①
　
人
、
②
5
人
（
申

１０

し
込
み
先
着
順
）

参
加
費
　
１
日
３
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
６
日

～
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
っ
と
ス
ペ
ー

ス
金
剛
〔

　
５
２
２
７
〕
へ

(２９)

（
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
、
午

前
　
時
～
午
後
4
時
）

１０
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　６月11日、重要文化財旧杉山家住宅などで、

第６回「 石 
いその

 上 露子生誕祭」が開催されました。
かみ

　これは、富田林寺内町出身の明星派歌人、石

上　露子の誕生日に合わせて企画されたもの。

　生誕祭セレモニーでは、優雅な筝曲の音色が

流れる中、露子を偲んで献花と供茶がされまし

た。同セレモニー後には中庭にお茶席が設けら

れ、訪れた人たちは穏やかな雰囲気の中で抹茶

とお菓子を楽しんでいました。

■生誕の地で歌人■生誕の地で歌人、、露子を露子を偲 偲 ぶぶ
ししのの

　５月下旬～６月中旬にかけて、市内小学校で、運動会が開催されました。降雨の影響により、数

日間にわたっての開催となった学校もありましたが、児童らは、リレーや玉入れなどの各競技に全

力で臨んでいました。また、この日のために練習を重ねてきた団体演技を元気いっぱいに披露する

と、保護者らからは、大きな拍手と声援が送られました。

■日頃の練習の成果を発揮■日頃の練習の成果を発揮！！元気いっぱい運動会！元気いっぱい運動会！

１６

　今年も東条地区でホタルが飛び交いました。

　これは、昔は町内のあちこちで飛んでいたホ

タルの復活を願って、「東條ホタルを守る会」の

皆さんが、大切に育てたホタルの幼虫が育った

もので、年々数が増加しているそうです。

　５月下旬に開催された鑑賞会には、地元の人

らが多く訪れました。ゆったりと飛ぶホタルの

幻想的な光の舞いに、来場した人らは魅了され

ていました。

■■幻想的な光の舞幻想的な光の舞いい

寺池台小学寺池台小学校校

寺池台小学寺池台小学校校

久野喜台小学久野喜台小学校校久野喜台小学久野喜台小学校校



■各願成就を祈って

　５月28日、瀧谷不動明王寺で、春季大祭の

「 柴  燈  大  護  摩  供 
さい とう だい ご ま く

 大  法  会 」が営まれ、たくさんの参
だい ほう え

拝者でにぎわいました。

　境内では、約180人の山伏姿の 修  験  者 たちに
しゅ げん じゃ

より、さまざまな儀式が執り行われました。そ

の後、護摩壇に火が入ると、参拝者の願い事が

書かれた護摩木が次から次へと炎の中に投げ入

れられ、無病息災や家内安全など各願成就を

祈ってたき上げられました。

■スクスク育て、奇跡の復興米

　６月上旬、市内各所で、東日本大震災で大き

な被害を受けた岩手県大槌町で、津波の被害を

受けながらも稲穂をつけた「奇跡の復興米」の

田植えが実施されました。６月８日、龍泉地区

の水田では、東条小学校の５年生が、大阪南農

協職員の指導で苗を植えました。児童は慣れな

い作業に苦労していましたが、徐々にコツをつ

かんで、あっという間に田んぼ一面に苗を植え

付けました。９月下旬の収穫が楽しみですね。

　５月31日、エコール・ロゼで、禁煙相談が実

施されました。これは同日が「世界禁煙デー」

とされていることにちなみ、実施されたもの。

　参加者は、呼気中の一酸化炭素濃度を測定し

た後、保健師から喫煙が健康に及ぼす影響につ

いての説明や禁煙に向けてのアドバイスを受け

ました。また、たばこを吸わない人も設置され

たパンフレットなどで、受動喫煙の危険性など

について理解を深めていました。

■禁煙はじめませんか

１７

■若い力で盛り上げよう！

　６月４日、青少年センターで、「第１回青少年

委員会」が開催されました。これは、29年度に

オープン予定の「（仮称）複合的生涯学習プラザ」

の利用方法などを中学生や高校生、大学生など

の若い世代の皆さんと一緒に考えていこうと企

画されたもの。この日は、どうすれば施設が

「活気ある施設」「役に立つ施設」になるかを考

えました。委員会では、全５回にわたって会議

を開催し、同プラザのあり方を考えていきます。



１８

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
号
の
「
俳
句
」
は
７
月
　
日

、　

月

３１

１０

号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
ひ
と
と
き
」）
は
８
月
　３１

日

、　

月
号
の
「
短
歌
」
は
９
月
　
日

ま

１１

３０

で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

お
互
い
に
出
過
ぎ
た
 角
 を
削
り
合
い

つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
佐
々
木
　
七
朗

∧
選
評
∨
お
互
い
に
出
過
ぎ
、
言
い
過
ぎ
、
自
己
主

張
、
さ
て
お
互
い
に
我
が
主
張
が
強
く
な
る
度
に
角

は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
故
に
意
見
と
会
話
、
そ
し
て
削

り
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
か
ら
結
果
は
…

出
過
ぎ
た
所
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
…
乾
杯
　!!

ジ
ジ
と
バ
バ
ど
っ
ち
も
好
き
と
返
す
知
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
台
　
　
　
粟
田
　
昌

引
き
分
け
た
時
か
ら
芽
生
え
て
る
闘
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
山
中
　
淳
子

引
き
分
け
る
コ
ツ
を
覚
え
た
嫁
姑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
岸
本
　
慶
子

ラ
イ
バ
ル
で
心
の
友
で
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
の
里
　
　
　
原
　
洋
子

便
利
さ
の
裏
に
不
便
が
待
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

夫
婦
戦
今
日
も
負
け
た
よ
妻
の
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
板
持
町
　
洲
濱
　
耕
咲

引
き
分
け
て
一
対
一
に
な
る
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
吟

※
８
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
６
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３０

富
柳
会
　
池
　
森
子
選

　
　
今
月
の
宿
題
「
引
き
分
け
」

新堂　

　久保　  虎 ちゃん（１歳）
とら

１才おめでとう元気にすくすく

育ってね♪

昭和町　

　越智　 太  郎 ちゃん（０カ月）
た ろう

元気に育ってね！

山中田町　

　杉本　 絆  和 ちゃん（６カ月）
き わ

笑顔で元気に育ってね。

父も母も兄も絆和が大好きです。

イ わ が 家
の ア ド ル

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になり

ます。

宛先

こ



１９

生　涯　学　習　の　窓 77

と
ん
だ
ば
や
し
演
奏
家
協
会

　
と
ん
だ
ば
や
し
演
奏
家
協
会
は
、

本
市
在
住
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

奥
田
　
章
子
さ
ん
が
、「
今
ま
で
演
奏

活
動
や
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き

て
、
地
元
の
地
域
に
何
か
貢
献
し
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
、

地
域
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
普
及
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
　

年
に
発
足
し

２２

ま
し
た
。

　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
活
動
を

し
て
い
る
演
奏
家
７
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
に
生
の
演
奏
を

　
同
協
会
が
発
足
し
て
ま
ず
始
め
に

し
た
活
動
は
、
市
立
小
学
校
へ
生
の

演
奏
を
届
け
る
こ
と
で
し
た
。

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
が
実
施
し
て
い

る
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
芸

術
体
験
事
業
「
音
楽
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

事
業
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
内
小

学
校
で
、
小
学
４
年
生
を
対
象
と
し

た
生
演
奏
付
き
の
音
楽
出
前
体
験
授

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
だ
け
近
く

で
演
奏
を
見
て
も
ら
う
た
め
、
１
ク

ラ
ス
ず
つ
実
施
さ
れ
る
授
業
は
、
　
４５

分
間
と
い
う
短
い
時
間
で
「
こ
れ
ま

で
、
楽
器
の

習
い
事
を
し

て
い
な
い
子

ど
も
た
ち
が

音
楽
に
興
味

を
も
つ
よ
う

に
」「
吹
奏
楽

部
に
入
部
す

る
な
ど
楽
器
を
始
め
る
き
っ
か
け
の

一
つ
に
な
れ
ば
」
と
、
音
楽
の
先
生

や
す
ば
る
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
と
相

談
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
内
容
を
変

え
、　

年
３
月
末
ま
で
に
１
７
０
ク

２８

ラ
ス
、
５
２
３
５
人
の
子
ど
も
た
ち

が
体
験
し
ま
し
た
。

●
身
近
に
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を　
ま
た
、
同
協
会
で
は
、「
身
近
に
気

軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
…
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
シ
リ
ー
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
「
私
の
街
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

を
、
年
３
回
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
定
員
　
人
と
い
う
、
演
奏
者
を
近

８０

く
か
ら
鑑
賞
で
き
る
会
場
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
演
奏
を
聴
く
だ
け
で
な

く
、
楽
器
や
曲
、
作
曲
者
の
こ
と
な

ど
レ
ク
チ
ャ
ー
を
交
え
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く

違
う
楽
器
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
公
演
は
　
月
　
日

に
、

１１

２３

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
打
楽
器

を
使
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
す
ば
る
ホ
ー
ル〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

●
介
護
予
防
っ
て
？

　「
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
進
行
し
な
い

よ
う
に
、
前
も
っ
て
防
ぐ
こ
と
」
で

す
。
　
で
は
、
い
つ
「
介
護
予
防
で
き
た
」

と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
短
期
的
な
結
果
で
は
な

く
、
元
気
な
と
き
か
ら
継
続
的
に
予

防
活
動
に
取
り
組
み
、
少
し
は
不
自

由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
期
の
と

き
に
ご
家
族
と
ご
本
人
が
そ
う
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
結
果
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
介
護
予

防
は
、
何
歳
か
ら
始
め
て
も
早
す
ぎ

る
こ
と
も
遅
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
と

い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

●
本
市
の
取
り
組
み

　「
地
域
み
ん
な
で
笑
顔
は
つ
ら
つ

大
作
戦
～
み
ん
な
元
気
・
も
っ
と
元

気
・
ず
っ
と
元
気
～
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
身
近
な
場
所
で
気
軽

に
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
が

守
る
け
れ
ど
、
自
分
だ
け
が
元
気
で

い
る
の
で
は
な
く
地
域
み
ん
な
で
元

気
に
な
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
人
で
は
続
か
な
い
人
や
遠
く
の

会
場
ま
で
は
出
掛
け
に
く
い
人
も
、

地
域
で
声
を
掛
け
合
っ
て
み
ん
な
で

ま
す
ま
す
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

　
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
が
な
ぜ

必
要
で
、
そ
の
た
め
に
日
頃
の
生
活

で
何
を
心
掛
け
て
、
ど
ん
な
運
動
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま

す
。
　
　
年
度
か
ら
介
護
予
防
サ
ポ
ー

２０
タ
ー
の
養
成
を
実
施
し
、
現
在
約
　３０

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
地
域
の
介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
８
月
２
日

よ
り
、「
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

２５

く
だ
さ
い
。

●
地
域
介
護
予
防
教
室

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
し

て
い
る
地
域
介
護
予
防
教
室
は
、
現

在
市
内
に
　２１

カ
所
あ
り
ま

す
。
　
お
近
く
に

あ
る
介
護
予

防
教
室
に
参

加
し
て
み
よ

う
と
思
わ
れ

る
人
、
ま
た

新
た
に
自
分

の
ま
ち
で
介

護
予
防
教
室
を
や
っ
て
み
た
い
と
思

わ
れ
る
人
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
高
齢
介
護
課（
内
線
１
８
９
）

音楽出前体験授業の様音楽出前体験授業の様子子

介護予防教室の様介護予防教室の様子子



２０

保健医療
焼肉・バーベキューでの食中

毒に注意しましょう

　肉の加熱不足や生食、箸の使い分け

の不備などを原因とする食中毒が全国

で多く発生しています。

　肉による食中毒を予防するため、次

の点に注意しましょう。

●肉を焼く箸（トング）と食べる箸を

区別しましょう。

●肉は中までしっかり火を通しましょ

う。

●生肉を触った後の手はしっかり洗い

ましょう。

●生肉と野菜は別々の皿に盛り付けま

しょう。

●子どもや高齢者など抵抗力の弱い人

は、ユッケや鶏のタタキなど十分に加

熱されていない肉は食べないようにし

ましょう。

問い合わせ　富田林保健所衛生課

〔(２３)２６８２〕

府民公開講座「胃がんについて」

とき　７月３０日、午後２時～４時

ところ　府立呼吸器・アレルギー医療

センター（羽曳野市はびきの三丁目７

の１）

内容　宮崎　知さん（同医療センター

消化器外科主任部長）による講演「胃

がんについて」、良田　紀子さん（がん

化学療法看護認定看護師）による講演

「消化器がんの化学療法」

定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～２７日まで

に、ファクスで講座名、参加者の氏名、

電話番号、会場までの交通手段を記入

し、同医療センター〔０７２(９５７)２１２１・

０７２(９５７)６２８５〕へ（電話申し込み可）

子宮 頸 がん検診
けい

とき　９月１４日、午後２時～４時、

２６日、午後５時～７時

ところ　新堂診療所（若松町一丁目１９

の１０）　※駐車場はありませんので、公

共交通機関でお越しください。

内容　問診、視診、内診、 頸 
けい

 部 細胞診
ぶ

対象者　昭和６４年以前で奇数年生まれ

の女性、または平成２・４・６・８年

生まれの女性

定員　各７０人（申し込み先着順）

申し込み　７月１１日、午前９時～、

新堂診療所〔(２３)３０６８〕へ

若さ・健康・体力アップ教室

とき　８月１０日～９月２１日の毎週水曜

日、午後１時３０分～３時３０分（全７回）

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイント、口の

ケアについてなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　７月３１日までにウエルネ

スけあぱるへ　

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２８年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁



２１

 

離職者等再就職訓練（ひとり
親家庭の父母優先枠付）受講
生募集

●医療・調剤事務科

訓練期間　９月３０日～１２月２８日

ところ　イング堺東校（堺市堺区北花

田口町三丁１の１５東洋ビル３階）

対象者　ハローワークに求職登録をし

ており、ハローワーク所長の受講指示、

受講推薦または支援指示を受けること

ができ、福祉事務所などに当該訓練の

受講の必要性を判断されたひとり親家

庭の父母など

定員　３０人（ひとり親家庭の父母優先

枠５人、託児有り）　

※８月２９日に実施する選考試験（筆

記試験、面接試験）により受講生を決

定します。

教　育
受講料　無料（テキスト代などの教材

費１万円実費）

※申し込みは、７月２５日～８月１２日

まで居住地を管轄するハローワーク

で受け付けます。申し込み方法やカリ

キュラムなど詳しくはお問い合わせく

ださい。

問い合わせ　府雇用推進室〔０６(６２１０)

９５３０〕

 

乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

※４カ月児健診時に受診票（１歳の誕

生日の前日まで有効）を発行します。　

 健診・予防接種

費用　無料　

※府外の医療機関で受診される場合

や、他市からの転入などで受診票をお

持ちでない人は保健センター〔(２８)

５５２０〕へお問い合わせください。



子育て講座

①ミニ講座「泥んこ遊び」

とき　７月６日、午前９時４５分～１１時

ところ　金剛保育園　

定員　２０組

②水遊び（シャボン玉）

とき　７月１２日、午前１０時～１１時　

ところ　常徳保育園　

定員　１０組

③０歳児コース「水遊び（プール）」

とき　８月５日、午前９時４５分～１１時

ところ　みどり保育園

対象者　平成２７年４月２日以降生まれ

の幼児

定員　１０組

④感触遊び

とき　８月９日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　

定員　１０組

申し込み　①③は当日直接会場へ、②

は７月６日～、④は８月３日～、

各園へ　

※いずれも申し込み先着順、各園の電

話番号は右表に記載。

ベビーヨガ教室

とき　７月１１日、２５日、８月１５日

、２９日、午後１時３０分～２時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　２カ月～１歳６カ月の乳幼児

と保護者　

定員　各２０組４０人（申し込み先着順）　

参加費　１４００円（月２回）

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※ヨガマットは無料で貸し出しします。

申し込み　７月６日～、参加費を添

えて市民総合体育館へ（電話申し込み

不可）

２２

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※広告の問い合わせは、情報公開課(内線３２６)へ。

広告枠



 

ひとり親家庭医療費助成の所得
判定の基礎年度が変わります

　７月１日から、ひとり親家庭医療

費助成の所得判定の基礎となる年度が

２８年度（２７年中所得）に変わります。

　本市に住所を有し、健康保険に加入

しており、２８年度所得が制限額内（児

童扶養手当に準ずる）で、次の①～④

のいずれかに該当する人は、福祉医療

課に申請してください。　

※現在ひとり親家庭医療証をお持ちの

人は、申請の必要はありません。

①母子家庭の母および児童

②父子家庭の父および児童

③父または母が一定の障がいの認定を

受けているときはその配偶者と児童

④両親のいない児童およびその養育者

※児童とは、１８歳に達する日以後の最

初の３月３１日までの人です。所得の制

限額についてはお問い合わせください。

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）

 

富貴の里保育園内　　　　　
子育て支援センターの催し

●アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　７月８日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流など

対象者　３５～４９歳までの妊娠中の人ま

たは育児中の母親とその子ども

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　７月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ

児童福祉

講座･催し

梅の里保育園内　　    　　　
子育て支援センターの催し

●エンジョイイベント「盆踊り大会」

とき　７月９日、午後３時３０分～５時

対象者　就学前の子どもと保護者

定員　２０組（申し込み先着順）

申し込み　７月６日～８日までに

同支援センター〔(２３)４５５５〕へ　

育児教室「すくすくクラス」

とき　８月３日、午後０時５０分～３

時１５分、１７日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、育児の話、交流会、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

親と子が楽しむ絵本の会　　
～見つけよう！お気に入りの
絵本～

とき　７月１４日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館　内容　絵本の読み聞

かせ、手遊び、体遊び　

対象者　１・２歳児と保護者

定員　２０組　参加費　無料

講師　児童館絵本ボランティア

申し込み　７月１日～１１日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果は郵送でお

知らせします。定員に満たなかった場

合は、引き続き受け付けます。

ファミリー・サポート・センター
講習会（ベビー＆ママヨガ）

　ファミリー・サポート・センターで

は、子育てを援助してほしい人と応援

したい人が会員となり、地域で子育て

を助け合えるように支援しています。

　このたび、同センターでは「赤ちゃ

んと一緒にママもリフレッシュしよ

う！」をテーマに、講習会を開催しま

す。会員以外の人も参加していただけ

ますので、気軽にお越しください。

とき　７月２６日、午前１０時～１１時３０分

ところ　保健センター３階

内容　福田　房子さん（助産師）によ

る講演、ベビーマッサージ、ベビーヨ

ガ、ママヨガ（産後ヨガ）

対象者　首がすわった１歳未満の乳児

とその母親

定員　１０組（申し込み先着順）　※保育

あり（１０人程度、申し込み先着順）。

参加費　無料　持ち物　バスタオル

申し込み　７月６日～２０日までに

こども未来室（内線２０４、２０５）へ

プレ・ママパパ教室

とき　８月２９日、午後１時～３時１０

分、９月１４日、午後１時３０分～３時

３０分、２５日、午前９時１５分～正午

（全３回）　

ところ　保健センター

内容　妊娠中の過ごし方、歯の話、子

育て支援サービスの紹介、 沐  浴 実習、
もく よく

妊婦疑似体験、交流会など

対象者　妊娠中の人とその家族

定員　２５組（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　７月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

２３

※広告の問い合わせは、情報公開課(内線３２６)へ。

広告枠



２４

研修の修了者でないと受講できませ

ん。詳しくはお問い合わせください。

ところ　ジョブシティカレッジおも

ちゃ館金剛校（大阪狭山市金剛一丁目

３の５）

定員　①②各３０人（申し込み先着順）

受講料　①②各１万５０００円（いずれも

教材費含む）　 ※①と②両方受講する

場合は２万９５００円。

申し込み　７月６日～８月１１日

（土・日曜日、１８日を除く、午前９

時～午後５時）までにＮＰＯ法人シー

シータイミング〔０７２(３６６)５５６６〕へ

ひきこもり学習会

とき　７月２６日、午後２時３０分～４

時３０分　

ところ　富田林保健所

内容　栗木　紀子さん（精神科医）に

よる講演「ひきこもりの背景と関わり

かた」

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～２０日まで

に、富田林保健所地域保健課〔(２３)

２６８４〕へ

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

同行援護従業者養成研修       
受講生募集

　視覚に障がいのある人の外出支援に

必要な知識と技能を修得する、同研修

を実施します。

①一般課程

とき　８月２７日、２８日、９月１０日

（全３回）

②応用課程

とき　９月１１日、１８日（全２回）

※応用課程は一般課程または府知事が

一般課程に相当するものとして認める

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



 

防衛省自衛官募集

●航空学生（各種航空機のパイロット

の養成)＝６年後に幹部に任官　

応募資格　日本国籍を有する高卒（見

込み含む、１８歳以上）～２１歳未満の人

●一般曹候補生（小部隊指揮官の養成）

＝入隊後２年９カ月以降に選考で３曹

に任官

応募資格　日本国籍を有する１８歳以上

２７歳未満の人　

●自衛官候補生（任期制自衛官として

各種教育訓練や職務を通じた技術を取

得）＝入隊３カ月後に２等陸・海・空

士に任用

応募資格　日本国籍を有する１８歳以上

２７歳未満の人　

受付期間　７月１日～９月８日

※なお、自衛官候補生は男性に限りこ

の期間以外も随時受け付けています。

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９〕

府警察官（巡査）採用試験

第１次選考　９月１８日

応募資格　昭和５８年４月２日～平成１１

年４月１日に生まれた人

受付期間　７月１日～８月３日

問い合わせ　府警察官採用センター

〔０１２０(３７０)３１４〕

 

認知症介護家族の交流会

とき　７月２７日、午後１時３０分～３時

ところ　保健センター

内容　今城　保定さん（認知症サポー

ト医）による講話、交流会

対象者　市内在住の認知症の人を介護

されている人　

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　７月２１日までに高齢介護

課（内線１８９）へ（申し込み多数の場合

抽選）　

※認知症の人もぜひ一緒に参加してく

ださい。

募　集

講　座

 

家屋の一斉調査にご協力を

　税の公平性を図るため、既存家屋の

増改築や取り壊しなどの変更の有無を

確認する一斉調査を実施します。調査

員が訪問したときは、ご協力をお願い

します。調査員は、「固定資産評価補助

員証」を携帯しています。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１５）

住宅を耐震・バリアフリー・
省エネ改修すると固定資産税
が減額されます

　住宅を耐震改修、バリアフリー改修、

省エネ改修（熱損失防止改修）し、一定

の要件に適合する場合は、固定資産税

が減額されますので申告してください。

　なお、２８年度から要件や期限などが

一部変更になりました。対象となる改

修工事の内容や申告手続き、添付書類

など詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１５）

市税未納の人を対象に           
休日納付相談会を実施します

　仕事などの理由により、市役所に普

段来ることができない人は、この機会

にぜひご相談ください。

※当日、納付の受け付けはできません。

とき　７月１７日、午前９時～正午、

午後１時～５時　ところ　市役所

持ち物　納税通知書または催告書、本

人確認書類、印鑑

申し込み　７月１５日までに、納税課

（内線１２１～１２４）へ

税
介護予防サポーター養成講座

　高齢期をいきいきと健康に過ごすた

めに必要な、介護予防の知識や運動の

実践方法などを介護予防教室において

指導する同サポーターを養成します。

とき　８月２日～９月１３日の毎週火曜

日（８月１６日は除く）、午前１０時～午後

３時３０分（９月６日、１３日は正午まで）

と介護予防教室の見学１回（全７回）

ところ　市消防本部、市役所

内容　介護予防に必要な運動や栄養、

口腔機能に関する基礎知識と指導方法

など

対象者　市内在住・在勤のおおむね７４

歳以下で講座修了後、介護予防教室で

３回の実習を受け、「介護予防サポー

ターの会（健やかスマイル）」に入会し、

介護予防教室で指導（月３回以上）で

きる人　定員　２０人　参加費　無料

申し込み　７月２２日までに高齢介護

課（内線１８９）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※同サポーターの活動につい

ての説明会を７月１２日、午前１０時～、

市役所北館地下会議室で開催しますの

で、参加を希望する人は当日、直接会

場へお越しください。

居宅介護職員初任者（障がい
者ホームヘルパー）研修受講
生募集

　介護職員初任者研修課程（訪問介護

員養成研修２級課程）修了者を対象に、

障がいのある人に介護サービスをする

際に必要な知識や技術を習得すること

を目的とした研修を実施します。

とき　８月２日～１０月１８日

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの受講申込書に必要事項を記

入し、必要書類を添えて、７月１１日

（必着）までに郵送で、５４３-００７２大

阪市天王寺区生玉前町５の３３　府障が

い者社会参加促進センター内（社福）

大阪障害者自立支援協会〔０６(６７７５)

９１１５・０６(６７７５)９１１６〕へ

※定員やカリキュラムなど詳しくは、

府ホームページ〔http://www.pref.osa

ka.lg.jp/chiikiseikatsu/shogai-chiki/home

helper.html〕をご覧ください。

２５



 

特定健康診査を受けましょう

　特定健康診査は、生活習慣病と関係

が深いメタボリックシンドロームに着

目した健康診査です。

　生活習慣病は自覚症状がなく、水面

下で進行する病気です。生活習慣病の

予防や早期発見のために、特定健康診

査を受けましょう。

　健診結果から生活習慣の改善が必要

な人は、保健指導を受けていただくこ

ともできます。

　市国民健康保険被保険者のうち、実

施年度中（４月１日から翌年３月３１日）

に４０～７４歳になる人には、特定健康診

査受診券を送付しています。

　実施医療機関および受診の方法など

詳しくは、受診券に同封のパンフレッ

ト「特定健康診査のご案内」をご覧く

ださい。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１８８）

限度額適用認定証などの申請
を

　国民健康保険に加入している７０歳未

満の人が、入院や外来診療などで医療

機関を利用し、窓口での医療費の支払

額が自己負担限度額を超えた場合、「限

度額適用認定証」を提示することで、

窓口での支払額が自己負担限度額まで

となります。必要な人は交付申請をし

てください。

　また、市民税非課税世帯に属する人

には、窓口での高額な医療費の支払額

が自己負担限度額までとなるととも

に、入院時の食事代の一部負担（標準

負担額）が減額される「限度額適用・

標準負担額減額認定証」（７０歳未満＝白

色、７０歳以上７５歳未満＝ピンク色）を

交付しますので、必要な人は申請して

ください。

※すでに「限度額適用認定証」「限度額

適用・標準負担額減額認定証」をお持

ちの人も、有効期限が７月末になって

いますので更新が必要です。

申請に必要なもの

・国民健康保険証　

国民健康保険
・ 高齢受給者証（７０歳以上７５歳未満の

人）

・ 入院時の領収書（２７年８月以降の入

院日数が９０日を越えている人）　

・ 前住所地の市区町村が発行する世帯

全員の２８年度の所得証明書（２８年１月

２日以後に本市に転入した人）

申し込み　保険年金課（内線１５０、１５１）

または金剛連絡所へ

 

国民年金保険料の納付が困難
な場合は免除制度のご利用を

　経済的な理由などで、国民年金保険

料の納付が困難な場合、申請して承認

されると保険料の「一部」「全額」の納

付が免除または猶予されることがあり

ます。

　なお、７月より、納付猶予制度の対

象者が３０歳未満から５０歳未満に拡大さ

れます。詳しくはお問い合わせくださ

い。

免除などの期間　申請月の２年１カ月

前～翌年６月まで（ただし、３０歳以上

５０歳未満の納付猶予制度の対象者につ

いては、７月～翌年の６月まで）

※保険料全額免除または納付猶予（一

部納付を除く）を承認された人が、申

請時に翌年度以降も申請することをあ

らかじめ希望された場合、翌年度以降

は改めて申請しなくても継続して申請

があったものとして自動的に審査しま

す。　

※離職などにより承認された人は、毎

年申請が必要です。

受給資格　免除、納付猶予をされた期

間は、年金を受けるための受給資格期

間に算入されます

※一部免除の場合は、決定された額を

納付しなければ未納期間となります。

申請に必要なもの　年金手帳、印鑑　

※失業された人は、失業を確認できる

雇用保険受給資格者証や雇用保険被保

険者離職票など、公的機関の証明書な

どが必要です。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕、保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金

 

水道管の入れ替え工事にご協
力を

　本市では、災害時でも安全・安心な

水道水を市民の皆さんに届けるため、

古くなった水道管や災害時に重要な拠

点となる病院などにつながっている水

道管を優先的に、高い耐震性能のある

水道管（耐震管）へ入れ替える工事を

実施しています。

　工事中は、断水や濁り水などが発生

することがあります。また、交通規制

や振動・騒音などで、ご迷惑をお掛け

しますが、災害時に皆さんの生活を守

るための工事になりますので、ご理解

とご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ　水道工務課（内線２５６）

上下水道

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２６



 

老人医療（一部負担金相当額等
一部助成）医療証が変わります

　現在、同医療証（水色）をお持ちの

人は、７月３１日で有効期限が切れま

す。引き続き該当する人には新しい医

療証（黄色）を７月末に郵送しますの

で、８月１日からは新しい医療証を

お使いください。なお、次の①～⑥の

いずれかに該当する人で、一度も申請

していない６５歳以上の人は、申請の手

続きをしてください。　

※④～⑥は所得制限があります。

①身体障がい者手帳（１・２級）を持っ

ている人

②療育手帳（Ａ）を持っている人

③身体障がい者手帳（３～６級）と療

育手帳（Ｂ１）の両方を持っている人

④感染症の予防および感染症の患者に

対する医療に関する法律に基づく結核

に係る医療を受けている人

⑤障がい者の日常生活および社会生活

を総合的に支援するための法律に基づ

く精神通院医療の適用を受けている人

⑥特定医療費（指定難病）助成の認定

を受け、対象となる難病を有する人　

※対象となる難病についてはお問い合

わせください。

申し込み　健康保険証、印鑑、①～⑥

を証明する手帳などを持って、福祉医

療課または金剛連絡所へ（代理人可）

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）

原子爆弾被爆者見舞金の申請を

対象者　原子爆弾被爆者に対する援護

に関する法律に基づき諸手当を受けて

いる人で、今年４月１日以前から引き

続き本市に居住し、住民基本台帳に記

載されている人

申し込み　印鑑、手当の証書（写し可）、

金融機関の通帳（写し可）を持参し、

７月２９日までに地域福祉課（内線

２８３、２８５）へ　

※昨年、見舞金を受け取った人には申

請用紙を送付しましたが、７月８日

までに申請用紙が届かない場合はご連

絡ください。

福　祉
 

28年度介護保険料　　　　
決定通知書を送付します

　２８年度の介護保険料を、２７年中の所

得と世帯の住民税課税状況を基に決定

しましたので、７月中旬までに「介護

保険料決定（更正）通知書兼特別徴収

開始通知書」を送付します。同通知書

には、２８年度の年間保険料額を記載し

ています。今回決定した年間保険料額

から、４月に仮決定した保険料額（普

通徴収の人は４～６月分、特別徴収の

人は４・６・８月分）を差し引いた額

を残りの納付月に納めていただきます。

　市から送付する納付書で納付する普

通徴収の人は取扱金融機関、コンビニ

エンスストア、ＭＭＫ設置店または市

役所で納入期限内に納めてください。

特別徴収の人は、保険料を年金からの

天引きにより納めていただきます。

■介護保険料の減免制度

　次のいずれかの要件を満たす人は、

申請により、保険料が減免されます。

・天災や火災で著しい被害を受けた人

・主たる生計維持者の予定外の失業な

どにより収入が著しく減少した人

・住民税非課税の人で、生活保護法に

規定する要保護者で生活保護を受けて

いない人

・住民税非課税の人で、預貯金がある

ために生活保護法に規定する要保護者

とならない人のうち、預貯金の世帯合

計額が３５０万円以下の人　

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

介護保険負担割合証を送付し

ます

　現在、同負担割合証をお持ちの人は、

７月３１日で有効期限が切れます。

　引き続き、要介護・要支援認定を受

けている人に、新しい同負担割合証を

７月中に郵送しますので、８月１日

以降に介護保険サービスをご利用にな

る場合は、利用している介護サービス

事業所などに介護保険被保険者証と一

緒に提示してください。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７７、１７９）

介護保険
介護保険施設に入居（ショート
ステイ含む）する人へ

　介護保険施設（特別養護老人ホーム、

介護老人保健施設、介護療養型医療施

設）への入居・入院、ショートステイ

にかかる食事代、居住費（滞在費）は

保険給付の対象外ですが、所得状況に

よっては補足給付を受けることができ

ます。介護保険施設を利用する予定が

あり、要件に該当する人は高齢介護課

へ申請してください。

※更新対象者には、６月中に申請書を

送付しています。

対象者　住民税非課税世帯に属し、次

の要件を全て満たす人

・本人および配偶者の預貯金などが単

身で１０００万円、夫婦で２０００万円以下で

ある人

・配偶者が住民税非課税の人

持ち物　印鑑、預貯金などが確認でき

る預（貯）金通帳の写し（配偶者分も

含む）、今年１月２日以降に転入した人

は世帯全員の２８年度非課税証明書

※適用開始日は申請月の初日からとな

ります。

※なお、２８年８月から、利用者負担段

階の判定をする際に、非課税年金（遺

族年金や障がい年金など）も収入とし

て勘案して判定することになりました。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７７、１７９）

地域密着型サービス事業者を
募集します

　本市では、第６期介護保険事業計画

に基づいて整備する同サービス事業者

を次のとおり募集しますので、８月１

日～３１日までに申請書を高齢介護

課へ提出してください。なお、申請書

の入手方法や募集要項など、詳しくは

市ウェブサイトの各課のページ「高齢

介護課」をご覧ください。

募集するサービスの種類および圏域　

①地域密着型特定施設入居者生活介護

・第２圏域（第二・第三中学校区）

②看護小規模多機能型居宅介護

・第１圏域（喜志・第一中学校区）

・第３圏域（金剛・城・藤陽・明治

池中学校区）

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５）

２７



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

とんかつ講座　　　　　　　
～寺内町の魅力を探る～

　富田林寺内町の歴史を知り、市民の

共有財産としての未来について考える

学習会を開催します。

とき　７月３０日、午後６時～９時

ところ　金剛公民館

内容　第１部＝山中　浩之さん（府立

大学名誉教授）による基調講演、第２

部＝富田林寺内町を守り育てる会、じ

ないまち文化トラスト、ＬＬＰまちか

つの皆さんによるフリートーク

定員　８０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～、金剛公民館

へ（電話申し込み可）

がんばった人に花まる！

●第64回市民体育大会

◇バドミントン競技の部

《男子１部シングルス》優勝　水戸　

勇樹／準優勝　関本　海斗／第３位　

大江　洋之

《女子１部シングルス》優勝　井本　

紬／準優勝　吉田　琴美／第３位　辻

本　早律紀

《男子２部シングルス》優勝　橋田　

陽太 ／準優勝　小川　素／第３位　

山中　彪雅

《女子２部シングルス》優勝　寺岡　

愛乃／準優勝　林　由起子／第３位　

原田　京佳

◇柔道競技の部

《小学生高学年の部》優勝　北口　鷹

斗

《小学生低学年の部》優勝　北　奏／

準優勝　梅本　未来／第３位　表　朋宏

●ソフトボール春季大会

《一般男子》優勝　金剛伏山台ソフト

ボールクラブ／準優勝　梅の里ソフト

ボールクラブ／第３位　金剛阪神ス

トームズ、ダイナマイトドンドン

《一般女子》優勝　スノーレッツ／準

優勝　喜志パンサーズ／第３位　コロ

ニーギャルズ

《壮年男子》優勝　金剛阪神ストーム

ズ／準優勝　藤沢台イーグルス／第３

位　スリーウェーブス、藤沢クラブ

ループス

《シニア》　優勝　富田林ファイター

ズ／準優勝　富田林スターズ／第３位

梅の里ソフトボールクラブ

●第18回連盟杯争奪バドミントン大会

《男子１部ダブルス》優勝　祐仙・野

島組／準優勝　田中・東﨑組／第３位

村上・酒井組、岡村・水戸組

《女子１部ダブルス》優勝　清弘・浅

見組／準優勝　大野・中村組／第３位

梅咲・蓑田組、池田・前川組

《男子２部ダブルス》優勝　八木・藤

原組／準優勝　和田・森本組／第３位

野口・三宅組、伊藤・東條組

《女子２部ダブルス》優勝　井田・増

井組／準優勝　宮原・宮本組／第３位

渡辺・上田組、吉冨・大澤組

《女子３部ダブルス》優勝　上田・大

坪組／準優勝　瀧川・大野組／第３位

矢倉・飯高組、出来・古家組

●卓球春季連盟杯

《男子シングルス》優勝　吉岡　寛歩

／準優勝　堀内　誠／第３位　神谷　

健太

《女子シングルス》優勝　谷田　千代

美／準優勝　桝中　ふじ江／第３位　

伊丹　千都子

《男子ダブルス》優勝　堀内・金地組

／準優勝　谷田・神谷組／第３位　村

田・澤田組

《女子ダブルス》優勝　岡田・石井組

／準優勝　伊丹・谷田組／第３位　佐

海（ま）・佐海（景）組

２８

 

 

●きさらぎ（華道）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ１０人

Ｃ第１・２・３木曜日、午後６時３０分

～８時３０分　Ｄ中央公民館　Ｅ月額

４０００円　Ｆ・Ｇ松本　シゲ子さん〔(２５)

０５０５〕

●彼方少年野球クラブ（軟式野球）

Ａ小学生　Ｂ多数　Ｃ毎週土・日曜日、

祝日、午前９時～午後５時　Ｄ石川河

川敷川西・西板持グラウンド、彼方小

学校　Ｅ入会金３０００円、月額３０００円　

Ｆ・Ｇ古小路　正之さん〔０９０(８７５８)

４３７７〕

●Ｐｅａｋ－Ａｉｍ（硬式テニス）

Ａ初・中級者　Ｂ４人　Ｃ第１日曜日、

午前９時～１１時　Ｄ津々山台第２テニ

スコート　Ｅ１回３００円　Ｆ・Ｇ門脇さ

ん〔０７２(３６７)７８２０〕

●富田林練達会（剣道）

Ａ５歳以上の人　Ｂ多数　Ｃ①毎週

火・金・土曜日、②毎週木曜日、いず

れも午後６時４５分～９時　Ｄ①第二中

学校、②第三中学校　Ｅ入会金３０００円、

月額２５００円　Ｆ・Ｇ中村さん〔０９０(７９６８)

０９８３〕

クラブ員募集

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

《新刊案内》

■小説など

蛇の道行　　　　　　　　　加藤　元

炎上チャンピオン　　　　　横関　大

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　７月１５日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０

分

金剛図書館　７月１４日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、２１日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②⑤⑥は１歳児と保護者対象

（先着各１５組、ハンカチ持参）。

おはなし会

中央図書館　７月１０日、２４日、３１

日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　７月２日、１６日、午

後３時～３時３０分、７月２３日、３０日

、８月６日、午前１０時３０分～１１時

喜志分室　７月２４日、午後３時～３

時３０分

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　７月３日、１７日、午

前１０時３０分～１１時

金剛図書館　７月９日、午後３時～

３時３０分

※いずれも当日、直接会場へ。



  

シティプラザ大阪10周年記
念イベント

　華やいで大阪南河内観光ＰＲキャラ

バンが各市町村のご当地キャラクター

と一緒に参加し、地元の特産品のＰＲ

や販売をします。

とき　７月３０日、３１日、いずれも

午前１１時～午後６時

ところ　シティプラザ大阪（大阪市中

央区本町橋２の３１）

入場料　無料

※会場の屋台や遊戯コーナーなどで使

える前売り券（２０００円分）を１５００円で

販売します（当日券は１００円からの販売

で割引はありません）。前売りチケッ

トの予約方法など、詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　シティプラザ大阪〔０６

(６９４７)７８８８〕（午前９時～午後７時）

  

シニアのためのやさしい格安
スマホ教室

　「便利で楽しく安全」に格安スマホを

利用する方法を学びます。　

とき　７月２１日、２８日、午後３時

３０分～５時３０分（全２回）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

対象者　おおむね５５歳以上の人

定員　１６人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９〕へ

家庭園芸セミナー

とき　７月２２日、午後２時３０分～４

時（午後２時～受け付け）

ところ　すばるホール

内容　ナス、トマト、シュンギクの栽

培方法などをクイズ形式で学ぶ

定員　１５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日～１９日までに

  イベント

 カルチャー

対象者　①小学１～３年生と保護者、

②小学４～６年生と保護者

定員　各８組　参加費　無料

申し込み　７月１２日～２６日までに

人権文化センターへ（電話申し込み可、

申し込み多数の場合抽選）

 富  田 
とん だ

 林 
ばやし

 産 でつくろう！～旬の
もん

ズイキを使った料理教室～

とき　７月２６日、午前１０時～午後１時

ところ　中央公民館

内容　ズイキのご飯、ゴマ酢和え、サラダ

定員　２０人

参加費　無料（材料費５００円実費）

申し込み　７月１５日（必着）までに、

往復はがきに教室名、参加者の住所、

氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記

入し、５８４-００９３本町１６の２８　中央公

民館へ（申し込み多数の場合抽選）

※１人につき、往復はがき１枚で申し

込んでください。来館して申し込む場

合は、返信用のはがきを持参してくだ

さい。

氏名、電話・ファクス番号、お住まい

の市町村名を明記し、ファクスで府立

環境農林水産総合研究所〔０７２(９７９)

７０７０・０７２(９５６)９７９０〕へ

プロ写真家による作品指導

とき　７月２１日、午後１時３０分～３

時３０分　ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　講評希望者は写真作品１点

申し込み　７月６日～、藤田　誠さ

ん〔(２４)０１３０〕または、辻本　子郎

さん〔０９０(４５６８)８０３２〕へ（いずれも

午前９時～正午）

親子で学ぶ片づけ講座

　実際に片付けを体験しながら学ぶ講

座です。

とき　８月９日、①午前１０時～正午、

②午後１時３０分～３時３０分

ところ　人権文化センター

２９



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

すばるクラシックファミリー
コンサート

　すばるホールでは開館２５周年を記念

して、オーケストラによる演奏会を開

催します。岩村　力さんが指揮する、

大阪交響楽団が、本市出身のチェリス

ト奥田　なな子さん、すばるイブニン

グコンサートからピアニストの酒井　

有彩さん、ヴァ

イオリニストの

千住　真理子さ

んをソリストに

迎えて協奏曲の

名曲を演奏します。　※本公演は宝く

じの助成を受けて実施しています。

とき　１０月３０日、午後３時～

ところ　すばるホール

演奏予定曲　チェロ協奏曲ロ短調（ド

ヴォルザーク）、ピアノ協奏曲イ短調

（グリーグ）、ヴァイオリン協奏曲ホ短

調（メンデルスゾーン）

定員　８００人（全席指定）

入場料　２５００円、高校生以下１０００円（前

売り当日共）、ペア券４５００円（前売りのみ）

※未就学児の入場はご遠慮ください。

申し込み　７月９日、午前１０時～、

すばるホール（チケット専用）〔(２６)

２０６０〕へ

すばるスペースアート展2016

　「宇宙」をテーマに、保育園・幼稚園

児、小学生、中学校美術部による空想

画の絵画展を開催します。

とき　７月１６日～１８日、午前１０時

～午後５時

ところ　すばるホール３階展示室

入場料　無料

問い合わせ　すばるホール

きらめきファクトリーイベント
～虫食日和～

　皆さん、「虫」って食べたことありま

すか。どんな虫が食べられるのか、ど

うやったら食べられるのか、昆虫料理

研究家の内山　昭一さんを講師に招

き、レクチャーしてもらいます。

とき　７月９日、午後３時～５時

ところ　きらめきファクトリー２階

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　７月６日、午前１０時～、

きらめきファクトリーへ（電話申し込

み可）

※他にもレーザーカッターのワーク

ショップやボードゲームイベントの日

もありますので、詳しくはお問い合わ

せください。

サバーファームだより

　７月上旬からブドウ狩り（ヒムロッ

ト）が始まります。また、お花畑では

ジニアが７月中旬から見頃を迎えます。

●クラフト教室

とき　７月２４日、３１日、午後１時３０

分～３時　

内容　ドライフラワーリース、帽子の

壁掛け、押し花のティッシュケース

※いずれかを選択して作ります。

定員　各２０人　参加費　５００～８００円

●キャベツ植え付け体験

とき　７月２３日、２４日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

●コスモス植え付け体験

とき　７月３１日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

３０

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

け付け（申し込み先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

金剛公民館講座「平和学習会」

　原爆投下の事前実験として日本各地

に投下された模擬原爆。戦争の非人道

性について学ぶ学習会を開催します。

とき　８月２日、午後１時～３時

ところ　近鉄南大阪線「今川駅」改札

前集合

内容　東住吉区田辺の模擬原爆投下碑

見学、桃ヶ池公園市民学習センターで

大久保　敏さん（模擬原爆追悼実行委

員）による解説

定員　５０人（申し込み先着順）

参加費　無料（交通費など実費）

持ち物　筆記用具、防暑具

申し込み　７月６日～、金剛公民館

へ（電話申し込み可）

夏休み親と子の日本赤十字社
血液センター見学会

とき・ところ　８月２２日、午前９時～

午後４時３０分ごろ、近鉄長野線「富田

林駅」北側ロータリー集合・解散（現

地まで貸し切りバスで移動）

行き先　日本赤十字社大阪府血液セン

ター、大阪市立阿倍野防災センター

対象者　市内在住・在学の小・中学生

と保護者（小学生のみの参加不可）

定員　４０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　昼食、飲み物

申し込み　７月１１日～２２日、午前

９時～午後５時１５分までに市献血推進

協議会（総合福祉会館内）〔(２５)８２００〕へ

広告枠



１

  

７月・８月の                        
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　バドミントン、

輪投げ、インディアカ、卓球、カラー

ボール、フリーテニス

とき　７月３日～９月４日（７月３１日

は除く）、の毎週日曜日、午前９時～午

後５時

使用料　無料　持ち物　上靴

問い合わせ　東公民館

キッズチアダンス教室

とき・対象者　①毎週木曜日、午後４時

１０分～５時＝５・６歳児、②毎週金曜

日、午後３時～３時５０分＝３・４歳児

（いずれも月４回）

ところ　青少年スポーツホール

定員　いずれも６人（申し込み先着順）

参加費　いずれも月額３０００円

持ち物　タオル、上靴、飲み物

※動きやすい服装で参加してくださ

い。

申し込み　７月６日、午前９時～、

参加費を添えて青少年スポーツホール

へ（電話申し込み不可）

ゆったりリフレッシュ太極拳
～自然に無理なくリラックス～

　太極拳初心者の人も安心して参加で

きるやさしいプログラムで、幅広い年

代の人にお楽しみいただけます。

　太極拳の魅力に触れ、ゆったりとし

た時間を過ごしませんか。

とき　８月５日、午前１０時～１１時３０

分 

ところ　レインボーホール（市民会館）

  スポーツ
定員　１５人（申し込み先着順）

参加費　５００円（小学生３００円、小学生

未満無料）

持ち物　上靴、運動着、飲み物

申し込み　７月７日、午前１０時～、

レインボーホールへ

  

第66回市民文化祭「川柳大会」

とき　９月１７日、正午開場

ところ　すばるホール２階小ホール　

宿題　「道」「紅」「不明」「列」「磨く」「途中」

※席題はありません。正午～午後１時

までに各題２句ずつ出句してください。

対象者　市内在住・在勤の人（初心者

や見学者の参加歓迎）

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　池　森子さん〔(２５)０６０３〕

  イベント

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　８/１（午後１時～）

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　８/１（午後１時～）

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　８/１（午後１時～）

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　７/４、１１、１９、２５、８/１

　※７/１８（海の日）は開館します。

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　７/４、１１、１８、１９、２５、８/１

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　７/３、１０、１７、１８、２４、３１

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　７/３、１０、１７、１８、２４、３１、８/１（午

　後５時３０分～）

●青少年センター                    (24) 1451

　７/４、１１、１８、２５、８/１

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　７/４、１１、２５、８/１　

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　７/６、１３、２０、２７、８/１（午後１時～）、３

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　７/２、３、９、１０、１６～１８、２３、２４、　

　３０、３１

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　７/１８　

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　７/１８

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　７/４、１１、１８、２５、８/１

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　７/４、１１、１９、２５、８/１

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　７/４、１１、１９、２５、８/１

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

　消防災害情報案内 0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス(防災無線音声確認)

                             0800 (805) 5653
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８月１日は、ＰＬ花火芸術が開催されるため道路の混雑が予想されます　８月１日は、ＰＬ花火芸術が開催されるため道路の混雑が予想されます。。

当日は、市内で自動車などの交通規制が実施され　当日は、市内で自動車などの交通規制が実施され、、規制区域内の通行には通行許可証が必要規制区域内の通行には通行許可証が必要とと

なります。またなります。また、、近鉄長野線富田林駅南広場は、午後８時以降一般車両、バス、タクシーが進近鉄長野線富田林駅南広場は、午後８時以降一般車両、バス、タクシーが進入入

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８/////////////////////１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８/１

問い合わ問い合わせせ 富田林警察署交通課〔(25)1234〕　富田林警察署交通課〔(25)1234〕、、

道路交通課（内線412道路交通課（内線412））

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

ＰＬ花火芸術会場付近交通ＰＬ花火芸術会場付近交通規規制図制図

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規交通規制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららら知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

禁禁止止となります。これ以外にも、駅周辺なとなります。これ以外にも、駅周辺などど

で歩行者の通行規制が実施されますで歩行者の通行規制が実施されます。。

交通規制や通行許可の詳細については、　交通規制や通行許可の詳細については、事事

前にお問い合わせください前にお問い合わせください。。

　８月１日は、ＰＬ花火芸術が開催されるため、

レインボーバスを次のとおり一部運休させていた 

だきます。

問い合わせ　近鉄バス㈱八尾営業所〔０７２(９４９)４６８１〕、

道路交通課（内線４１６）

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーバババババババババババババババババババババスススススススススススススススススススススををををををををををををををををををををを一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままレインボーバスを一部運休しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

■午後３時55分「富田林駅前」発の第６便以降運休

　なお、当日は交通渋滞によるダイヤの乱れが予想

されます。時間には余裕をもってお出掛けくださ

い。

会場周辺の道

路は全て終日

駐車禁止です

広告枠

広告枠
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